
お
問
い
合
せ
は
「
山
と
渓
谷
社
ト
ラ
ベ

ル
部
」
衝
０
３
１
４
３
６
１
４
０
２
１

又
は
松
閑
騨
兄
一
簿
０
７
８
１
２
２
１
１

７
９
５
０
ま
で
。

☆
現
代
彫
刻
の
Ｆ
０
人

戦
後
の
日
本
の
近
代
彫
刻
を

リ
ー
ド
し
て
き
た
人
達
、
植
木

茂
、
佐
藤
忠
良
、
舟
越
保
武
、

堀
内
正
和
、
柳
原
義
達
の
５
人

の
作
家
の
彫
刻
と
デ
ッ
サ
ン
の

代
表
作
計
一
三
六
点
が
、
県
立

近
代
美
術
館
で
展
覧
さ
れ
て
い

る
。
（
六
月
十
二
日
’
七
月
十

八
日
）
５
人
共
、
一
九
一
○
年

代
に
生
ま
れ
現
在
も
第
一
線
で

活
躍
す
る
同
世
代
の
作
家
で
、

具
象
か
ら
抽
象
ま
で
、
い
ろ

い
ろ
の
傾
向
を
代
表
し
て
、
し

か
も
そ
の
水
準
を
着
実
な
歩
み

の
中
で
高
め
て
今
日
に
至
っ
て

い
る
作
家
達
。
植
木
氏
は
、
木

１

４０
１

｢ 現代彫刻の５人」の会場風景

南
は
鹿
児
島
ま
で
の
広
地
域
。

距
離
別
の
他
、
体
力
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
老
壮
年
の
部
、
女

子
の
部
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

☆
第
枢
回
六
甲
山
マ
ラ
ソ
ン
大

会
開
催
さ
れ
る

県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
は

か
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
恒
例

の
六
甲
山
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
今

年
も
８
月
坊
日
、
午
前
加
時
よ

り
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
コ
ー
ス

は
新
緑
に
包
ま
れ
た
六
甲
山
ド

ラ
イ
ブ
ウ
エ
イ
を
走
る
快
適
な

コ
ー
ス
で
、
し
か
も
起
伏
、
曲

折
に
富
み
、
選
手
の
強
化
育
成

に
は
絶
好
の
条
件
を
備
え
た
も

の
、
年
々
参
加
者
も
増
え
、
去

年
の
出
場
者
数
は
、
七
六
九
名

に
も
ふ
く
れ
、
北
は
秋
田
か
ら

誕
生
日

僻
蕊
無

毒
第
２
回
８
月
４
１
７
日

毒
第
３
回
８
月
８
１
ｎ
日

鉦
定
員
毎
回
加
名

輯
会
費
一
日
２
８
０
０
円
（
１

筆
泊
３
食
。
講
習
料
と
も
）

燕
場
所
ロ
ッ
ジ
立
山
連
峰

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

神
戸
市
葺
合
区
御
幸
通
八
の
一
の
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局
の
前

電
話
二
五
一
’
八
一
六
一
内
線
三
一
六

彫
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
佐
藤
氏

は
女
性
像
を
、
舟
越
氏
は
宗
教

性
豊
か
な
作
品
を
、
堀
内
氏
は

風
で
動
く
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
作

品
、
神
戸
出
身
の
柳
原
氏
は
面

を
重
ん
じ
る
作
品
を
と
そ
れ
ぞ

れ
の
傾
向
を
み
せ
て
い
る
。
ま

と
ま
っ
た
形
で
彫
刻
家
達
圭
琶
と

あ
り
が
と
う

市
民
の
福
祉
講
座

本
運
動
が
毎
年
夏
に
開
い
て
い
る
福

祉
誰
座
は
、
本
年
は
、
左
の
よ
う
な
要

領
で
行
な
い
ま
す
。

主
催
西
宮
心
身
障
害
対
策
市
民
懇
談

会
。
西
宮
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の

会
。
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

申
込
み
当
運
動
本
部
ま
で

テ
ー
マ
共
に
育
つ
福
祉
社
会
を
め
ざ

し
て

日
時
七
月
二
十
五
日
（
日
）

場
所
西
宮
医
凍
会
館
（
西
宮
市
江

上
町
三
の
四
○
）

定
員
百
五
十
名

参
加
料
三
百
円
、
中
・
高
生
百
円

日
程
午
前
講
演
「
地
域
と
障
害

児
者
教
育
」
信
楽
青
年
察
長

池
田
太
郎

意
見
発
表
親
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

午
後
分
科
会

Ａ
「
何
か
や
っ
て
み
た
い
」
と
思
っ
て

い
る
人
に
。

Ｂ
障
害
児
を
も
つ
親
と
手
を
つ
な
ぐ
た

め
に

Ｃ
ふ
れ
あ
う
子
ど
も
た
ち
（
統
合
教
育
）

を
考
え
る
。

Ｄ
障
害
児
と
地
域
社
会
を
考
え
る
。

Ｅ
障
害
児
の
将
来
を
考
え
る
（
成
人
問

題
）

Ｆ
主
婦
と
ポ
ラ
ン
ラ
ィ
ア
活
動
。

Ｇ
中
・
高
校
生
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

Ｈ
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
母
親
学
級
と
障
害
児
問
題

運
動
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り
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
が
少
な

い
だ
け
に
こ
の
特
別
展
は
現
代

彫
刻
の
歩
み
を
展
望
し
よ
う
と

す
る
試
み
が
感
じ
ら
れ
る
。

☆
重
森
守
氏
の
「
太
陽
の
墓
場
」

が
刊
行
さ
れ
る

月
が
、
二
つ
に
見
え
た
ｌ
と

い
う
書
き
出
し
で
始
ま
る
長
編

問
題
小
説
「
太
陽
の
墓
場
」
。

（
本
誌
に
昨
年
十
一
一
月
ま
で
連

載
さ
れ
た
「
ま
だ
遅
く
な
い
」

が
改
題
）
戸
波
峻
と
い
う
一
人

の
新
聞
記
者
の
赤
裸
々
な
生
活

と
眼
を
通
し
て
地
元
公
害
企
業

と
戦
う
一
支
局
の
物
語
を
シ
リ

ア
ス
な
タ
ッ
チ
で
描
き
、
連
載

中
か
ら
人
気
の
高
か
っ
た
小
説

だ
け
に
、
一
気
に
よ
め
る
ド
ラ

マ
テ
ィ
ッ
ク
な
ス
ト
ー
リ
ー
は

改
め
て
作
者
の
力
量
が
う
か
が

え
る
面
白
い
も
の
。
現
ア
サ
ヒ

フ
ァ
ミ
リ
ー
編
集
長
の
重
森
守

氏
が
本
名
で
（
本
誌
連
載
中
は

葉
月
一
郎
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
だ
っ

た
）
書
い
た
「
太
陽
の
墓
場
」

は
ベ
ス
ト
ブ
ッ
ク
社
刊
六
百

円
。
な
お
７
月
〃
日
に
生
田
神

社
に
て
出
版
記
念
会
が
開
か
れ

る
。☆

ナ
ウ
異
国
ｌ
そ
し
て
神
戸

青
い
海
に
白
い
帆
船
。
さ
わ

や
か
な
日
本
丸
の
神
戸
入
港
風

★
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館

特
別
展
「
現
代
彫
刻
の
５
人
」

６
／
狸
１
７
／
犯

祁
県
展
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
名
品
展

７
／
証
１
８
／
妬

☆
南
蛮
美
術
館

近
代
日
本
銅
版
画
展
６
／
霊
１
７
／
霞

★
白
鶴
美
術
館

九
月
十
四
日
ま
で
休
館

☆
香
雪
美
術
館

九
月
中
旬
ま
で
休
館

洋
さ
ん
ち
か
広
場

さ
ん
ち
か
パ
リ
祭
フ
ラ
ン
ス
展

７
／
８
１
７
／
過

神
戸
青
年
会
議
所
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
パ
サ

７
／
聡
１
７
／
加

さ
ん
ち
か
篠
山
ま
つ
り７

／
準
１
７
／
”

こ
う
ぺ
芸
文
美
術
展
７
／
”
１
８
／
３

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
ん
ち
か

第
６
回
幼
児
画
展
７
／
８
１
７
／
週

岡
礼
子
書
道
展
７
／
巧
１
７
／
鋤

一
青
会
創
立
加
周
年
記
念
絵
画
展

７
／
型
１
７
／
”

こ
う
べ
芸
文
美
術
展
７
／
調
１
８
／
３

★
大
丸
神
戸
店
四
階
美
術
画
廊

各
務
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
エ
芸
作
家
展

７
／
８
１
７
／
皿

世
界
の
ガ
ラ
ス
工
芸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

７
／
鴫
１
７
／
虹

永
沢
永
信
陶
芸
展
７
／
型
１
７
／
記

★
Ｋ
Ｃ
Ｃ
ア
ー
ド
ギ
ャ
ラ
リ
Ｉ

女
流
２
人
展
（
陶
芸
・
彫
金
）

６
／
酌
１
７
／
皿

創
造
美
術
協
会
々
員
菅
原
洗
人
展

７
／
通
１
７
／
露

☆
Ｋ
Ｃ
Ｃ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

甲
南
大
学
陶
芸
研
究
会
展

７
／
２
１
７
／
８

松
井
番
瑞
塾
日
本
画
展７

／
９
１
７
／
唾

神
戸
女
子
大
学
写
真
部
展

７
／
麺
１
７
／
聖

Ｋ
Ｃ
Ｃ
教
室
作
品
展
第
１
１
２
部

７
／
銅
１
７
／
証

太陽の墓場

景
。
そ
し
て
神
戸
ま
つ
り
の
暴

走
族
事
件
の
翌
日
、
平
常
に
も

ど
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
を
走

る
オ
ー
ト
バ
イ
。
６
月
３
日
午

後
ｎ
時
、
朝
日
Ｔ
Ｖ
の
ナ
イ
ト

＆
ナ
イ
ト
で
紹
介
さ
れ
た
神
戸

特
集
は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ア
ン

グ
ル
と
構
成
で
神
戸
の
新
し
い

魅
力
を
ひ
き
だ
し
た
。

八
ゲ
ス
ト
に
、
ジ
ャ
ン
メ
ル
オ
ー
神
父

サ
ノ
ヘ
の
芦
原
専
務
、
本
誌
小
泉
美
喜

子
が
出
演
Ｖ

☆
ス
テ
キ
な
あ
な
た
の
マ
ナ
ー

神
戸
女
子
大
学
、
神
戸
女
子

短
期
大
学
の
学
長
行
吉
哉
女
さ

ん
（
幅
）
が
、
女
子
大
に
い
て
若

い
娘
に
接
し
た
と
き
に
出
あ
っ

た
家
庭
教
育
の
し
つ
け
の
欠
如

に
、
こ
れ
で
よ
い
の
か
と
こ
の

ほ
ど
長
い
教
育
者
と
し
て
の
人

生
経
験
を
も
と
に
「
ス
テ
キ
な

あ
な
た
の
マ
ナ
ー
」
を
題
し

瀞iii:i鱗て
、
こ
の
頃
思
う
こ
と
、
こ
れ

か
ら
の
心
が
け
と
、
意
見
と
実

際
を
こ
ま
や
か
に
、
き
び
し
く

書
き
ま
と
め
、
Ｋ
Ｋ
カ
イ
ガ
イ

出
版
部
か
ら
発
刊
し
た
。
マ
ナ

礎

－
は
そ
の
国
の
文
化
の
表
現

で
、
国
際
的
な
交
流
の
多
く
な

っ
た
日
本
の
将
来
に
か
か
っ
た

問
題
と
真
だ
剣
。
し
つ
け
、
マ

ナ
ー
と
は
な
に
な
の
か
を
考
え

ま
つ
り
の
暴
身
に
つ
け
る
た
め
の
好
著
。

峠
、
平
常
に
も
☆
ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
歩
く

ロ
ー
ド
を
走
「
兵
庫
史
探
訪
」
発
刊

６
月
３
日
午
兵
庫
県
下
の
風
土
や
遺
跡
、

一
Ｖ
の
ナ
イ
ト
そ
し
て
人
間
を
見
た
歴
史
物
語

き
れ
た
神
戸
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
支
局
の
編
に
よ

シ
ュ
な
ア
ン
リ
出
版
さ
れ
た
。

芦
の
新
し
い
こ
の
「
兵
庫
史
探
訪
」
は
、

》
た
。
昭
和
狛
年
３
月
か
ら
放
映
さ
れ

メ
ル
オ
ー
神
父
た
「
兵
庫
史
探
訪
」
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

炎
誌
小
泉
美
喜
神
戸
支
局
制
作
）
で
紹
介
さ
れ

た
〃
郷
土
″
を
杜
山
悠
氏
、
荒

李
た
の
マ
ナ
ー

鋤
、
神
戸
女
子
繍
蕊
窪
漂
鑑
鑑

〈
行
吉
哉
女
さ
言
を
再
録
し
て
の
編
集
。
「
純

蕪
鵬
畷
鮮
識
櫛
唖

垣
と
し
て
の
人
汽
岬
鋤
郡
椎
言
賦
奇
一
一
十
項
目

』
「
ス
テ
キ
な
我
点
が
郷
土
の
埋
も
れ
た
歴

Ｉ
」
を
題
し
史
を
知
る
時
に
、
地
域
に
生
き

姓
は
行
吉
哉
女
さ
る
喜
び
が
生
れ
る
。

下
は
本
の
カ
バ
ー
兵
庫
史
探
訪
Ⅱ
日
本
放
送
出
版
協
会
発

議
瀞
癒
蕊
黙
呼

ソ
こ
と
、
こ
れ
大
学
講
座
が
「
芝
居
の
手
帖
」

」
、
意
見
と
実
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
神

』
、
き
び
し
く
戸
市
民
大
学
会
館
堅
田
区
北
長

今
Ｋ
カ
イ
ガ
イ
狭
四
丁
目
一
八
回
３
３
１
１
４
３
１
９
）

脚
し
た
。
マ
ナ
で
毎
週
講
師
を
招
い
て
午
後
六

震：
涜鞭錨I

朝日放送スタジオで
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花時計

１
１４２
１

霧
六
○
ｍ
ｍ
℃
○
の
「

★
本
誌
「
動
物
園
飼
育
日
記
」
に
執
筆

中
の
亀
井
一
成
さ
ん
が
七
月
二
十
日
す

ぎ
か
ら
王
子
動
物
園
々
長
と
共
に
、
キ

リ
ン
を
連
れ
て
中
国
・
天
津
市
へ
行
か

れ
ま
す
。
頑
張
っ
て
き
て
下
さ
い
。

☆
鰻
の
糸
平
の
ご
主
人
、
鎌
田
糸
平
さ

ん
が
、
今
年
も
パ
リ
の
ダ
ン
カ
ン
画
廊

（
セ
ー
ヌ
河
左
岸
）
で
水
墨
画
の
個
展

を
開
催
し
ま
す
。
八
月
十
八
日
か
ら
二

週
間
の
予
定
で
す
。

時
か
ら
一
一
時
間
開
か
れ
る
。
日

程
と
内
容
は
次
の
と
お
り
。

①
七
月
一
日
「
芝
居
の
歴
史
」

愛
姪
大
学
教
授
守
屋
毅
氏

②
七
月
八
日
「
芝
居
の
舞
台
」

県
立
兵
庫
高
校
教
諭
名
生
昭
雄
氏

③
七
月
十
五
日
「
芝
居
の
と
こ
ろ
」

劇
団
神
戸
夏
目
俊
二
氏

④
七
月
二
十
二
日
「
芝
居
の
裏
方
」

神
戸
国
際
会
館
大
ホ
ー
ル
課
長

森
田
剛
彰
氏

⑤
七
月
二
十
九
日
「
芝
居
の
み
ど
こ
ろ

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
館
長
松
井
一
郎
氏

定
員
は
八
十
名
で
受
講
料
は
千

三
百
一
Ｈ
。

☆
秋
の
パ
ー
テ
ィ
に
備
え
て
着

つ
け
を
マ
ス
タ
ー
し
て
は
？

「
第
２
回
蘭
き
も
の
着
付
教

室
」
が
今
年
も
神
戸
オ
リ
エ
ン

タ
ル
に
於
て
開
催
さ
れ
る
。
こ

れ
は
短
期
間
で
マ
ス
タ
ー
で
き

る
集
中
夏
期
護
座
で
、
一
週
間

☆
書
家
の
望
月
美
佐
さ
ん
が
、
七
月
一

日
か
ら
二
十
日
迄
、
ソ
連
文
化
省
主
催

の
〃
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
日
本
″
第
２
回
公

演
の
た
め
、
墨
一
○
○
キ
ロ
を
送
り
、

大
筆
を
た
ず
さ
え
て
、
昨
年
の
リ
ガ
・

神
戸
市
の
文
化
交
流
以
来
、
二
度
目
の

ソ
連
行
き
。

☆
大
阪
の
「
文
化
会
議
」

６
月
５
日
（
土
）
の
朝
日
新

聞
朝
刊
第
一
面
で
大
阪
商
工

会
議
所
が
主
催
し
た
「
大
阪

都
市
文
化
会
議
」
の
結
果
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

文
化
会
議
の
テ
ー
マ
は
「
都

市
の
復
権
」
そ
の
会
議
の
末
、

提
言
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
①

本
の
要
の
都
市
と
し
て
君
臨

し
て
き
た
が
、
い
ま
、
高
度

成
長
時
代
の
転
換
の
と
き
、

低
成
長
期
を
迎
え
て
、
や
は

り
文
化
の
底
辺
を
し
っ
か
り

さ
せ
な
け
れ
ば
情
報
化
時
代

に
対
処
で
き
な
い
こ
と
に
気

が
つ
い
た
。

だ
か
ら
大
阪
商
工
会
議
所

が
思
い
切
っ
た
文
化
会
議
を

展
開
し
た
。
そ
し
て
前
向
き

に
問
題
に
取
組
む
姿
勢
を
見

せ
て
い
る
。
道
は
遠
い
が
や

は
り
大
阪
は
立
派
だ
と
思

う
。
「
文
化
音
痴
あ
き
ま
へ

ん
」
と
い
う
言
葉
は
そ
の
ま

ま
神
戸
に
も
通
じ
る
。
（
Ｋ
）

お
問
合
せ
・
蘭
き
も
の
総
合
学
院
事
務

局
衝
０
７
８
．
５
９
３
‐
７
７
５
０

☆
西
洋
骨
茎
一
市
に
フ
ァ
ン
が

六
月
十
一
一
・
十
三
日
の
一
一
日

間
神
戸
外
人
ク
ラ
ブ
で
「
ヨ
ー

ロ
ピ
ア
ン
・
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
フ

ェ
ア
」
が
ア
ル
フ
ァ
キ
ュ
ー
ピ

ッ
ク
神
戸
（
嘉
納
千
代
子
電
池

５
０
５
２
）
の
主
催
で
開
か
れ
、

欧
風
ア
ン
チ
ッ
ク
フ
ァ
ン
が
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
。
神
戸
ら
し
い
催
。

奮
申

講
座
（
一
日
４
時
間
）
と
二
週

間
講
座
（
一
日
２
時
間
）
が
あ

り
、
期
間
は
７
月
１
日
よ
り
９

月
８
日
ま
で
。
講
議
内
容
は
、

ゆ
か
た
、
普
段
着
、
訪
問
着
、

振
袖
、
留
袖
ま
で
を
一
人
で
美

し
く
着
る
た
め
の
技
術
と
マ
ナ

ー
の
す
べ
て
で
、
器
具
は
一
切

使
い
ま
せ
ん
。
各
コ
ー
ス
定
員

は
釦
名
で
受
講
料
は
１
２
０
０

０
円
、
修
了
者
に
は
本
科
修
了

証
書
が
授
与
さ
れ
る
。
美
し
い

着
物
姿
は
女
ら
し
さ
の
表
現
で

す
。

モ
ス
ク
ワ
の
ロ
シ
ヤ
劇
場
、
リ
ガ
、

キ
エ
フ
の
豪
華
ホ
ー
ル
で
、
日
本
の
書

を
、
津
軽
三
味
線
と
の
出
会
い
の
中
か

ら
〃
動
の
香
″
を
紹
介
。
二
○
数
回
の

公
演
に
身
体
が
持
つ
か
し
ら
と
タ
フ
ネ

ス
美
佐
さ
ん
が
心
配
し
な
が
ら
の
訪
ソ

で
す
。
能
と
書
の
出
合
い
に
挑
戦
し
て

い
た
美
佐
さ
ん
が
、
ま
た
今
度
の
舞
台

で
、
シ
ョ
ー
の
な
か
で
見
せ
る
躍
動
と

流
麗
な
書
の
日
本
美
を
紹
介
し
、
新
し

い
世
界
を
創
り
だ
す
か
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
ガ
ン
バ
レ
美
佐
さ
ん
／

情
報
化
時
代
の
国
際
都
市
の

自
覚
に
立
っ
て
、
そ
れ
に
ふ

さ
わ
し
い
、
市
民
生
活
像
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
た
め
、
早
急

に
具
体
的
な
努
力
を
始
め
る

べ
き
で
あ
る
。
②
情
報
化
と

国
際
化
に
寄
与
し
得
る
画
期

的
な
文
化
機
関
と
施
設
群
を

つ
く
る
べ
き
で
あ
る
。
③
新

し
い
時
代
の
大
阪
を
支
え
る

人
材
を
育
成
導
入
す
る
た
め

の
具
体
策
を
立
て
る
べ
き
で

あ
る
。
と
い
う
提
言
。
「
文

化
音
痴
あ
き
ま
へ
ん
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
が
つ
け
ら
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
大
阪
は
西
日

平野さん（左）と嘉納さん（右）

第１回着付教室風景
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夜に咲く蕎蔽は

あまく、ゼ一つなく
認

華麗な香りを放つ識

< レデイスタイム〉
女1 生のために

捧げる甘美な

おしゃれ貴族の

ひとときはく霊綱

一輪の誇蔽〈指名制

との出会いからｮ 始まる

nightiｎ

灰

織鍵
.J1

霞

おかげさまでＺ周年を迎えました。
これからもよろしくお願いいたします

, 究蝉群謡縛 職

露

Zダア

｡~蝿篭

』ﾉし

謙

神戸市生田区中山手１丁目2 4 ノ７■おしゃれ貴族でアルバイトをご希望の方はご連絡下さい
ＴＥＬＯ７８(2 4 1）０９８０（24 2）１９２５

大和ナイトプラザＢＦ 鍋島バンド
ＰＭ６ : 0 0 ～ＰＭ１２ : 0 ０三田村バンド連夜演奏中

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



伊
藤
誠

代
表
作
と
見
な
さ
れ
る
も
の
を
、
印
象
派
美
術

館
を
中
心
と
し
た
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
ソ
連
、

ベ
ル
ギ
ー
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
他
国
、
そ
れ
に

ア
メ
リ
カ
ー
特
に
ニ
ュ
ー
ョ
‐
ク
・
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
、
ボ
ス
ト
ン
の
両
美
術
館
に
重
点
を

置
い
て
、
名
品
を
集
め
た
の
で
あ
る
。

一
九
七
四
年
秋
、
パ
リ
の
グ
ラ
ン
・
パ
レ
（
大
宮
殿
）
美
術
館

で
す
ば
ら
し
い
美
術
展
が
開
か
れ
た
。
一
八
七
四
年
の
春
、
パ
リ

の
オ
ペ
ラ
座
に
ほ
ど
近
い
キ
ャ
プ
シ
ー
ヌ
大
通
り
に
あ
る
写
真
家

ナ
ダ
ー
ル
の
ス
タ
ジ
オ
の
一
一
階
で
開
か
れ
た
新
し
い
グ
ル
ー
プ
の

美
術
展
が
〃
印
象
派
″
と
あ
だ
名
さ
れ
噺
笑
の
的
と
な
り
な
が
ら

結
果
的
に
は
近
代
絵
画
の
出
発
を
告
げ
る
第
一
回
印
象
派
展
と
な

っ
た
こ
と
は
前
回
に
も
書
い
た
が
、
今
度
の
美
術
展
は
そ
れ
か
ら

ち
ょ
う
ど
一
世
紀
た
っ
た
こ
と
を
記
念
す
る
「
印
象
派
一
○
○
年

展
」
で
あ
る
。
近
代
美
術
に
と
っ
て
は
世
界
的
に
意
義
あ
る
年
だ

け
に
、
日
本
で
も
小
規
模
な
が
ら
同
タ
イ
ト
ル
の
美
術
展
が
開
か

れ
た
。
し
か
し
、
さ
す
が
は
本
場
フ
ラ
ン
ス
。
印
象
派
各
作
家
の

ル
ロ
ひ
と
り
歩
き
の
た
め
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
術
館
八
６
Ｖ

《
花
の
都
の

印
象
派
画
家
玉

黄
金
に
対
す
る
興
味
と
い
う
も
の
は
東
西
規
を

一
に
す
る
も
の
な
の
だ
な
、
と
感
心
し
た
記
憶

が
あ
る
。
今
、
そ
れ
を
上
回
る
よ
う
な
大
観
衆

が
、
印
象
派
作
家
の
展
覧
会
へ
集
ま
っ
て
来
て

い
る
。
一
○
○
年
前
、
噸
笑
と
軽
蔑
で
迎
え
ら

れ
た
と
同
じ
内
容
（
厳
密
に
い
え
ば
、
何
年
問

か
に
わ
た
る
作
品
か
ら
の
選
択
だ
け
に
、
中
味

は
幾
分
違
う
け
れ
ど
も
）
の
展
覧
会
へ
・
歴
史

の
皮
肉
？
と
も
か
く
、
私
と
て
見
落
し
た
く

な
い
。
明
日
は
パ
リ
出
発
と
い
う
日
、
覚
悟
を

決
め
て
列
に
な
ら
ん
だ
。

こ
の
時
期
、
仕
事
の
都
合
で
四
、
五
日
パ
リ

に
滞
在
す
る
機
会
を
得
た
。
ま
さ
に
千
載
（
百

載
？
）
一
過
の
チ
ャ
ン
ス
。
仕
事
の
合
い
間
を

見
て
は
一
一
、
三
度
グ
ラ
ン
・
パ
レ
ヘ
出
向
い
て

１
４４
１

ハ
神
戸
新
聞
文
化
事
業
局
第
一
部
長
Ｖ

み
た
が
、
こ
れ
が
い
つ
行
っ
て
も
入
場
待
ち
の
長
蛇
の
列
。
一
時

間
ぐ
ら
い
待
つ
つ
も
り
で
な
く
て
は
…
…
と
い
う
話
に
、
か
ん
じ

ん
の
鑑
賞
時
間
を
プ
ラ
ス
し
て
考
え
る
と
余
裕
が
取
れ
ず
、
す
ご

す
ご
と
引
き
返
さ
ざ
る
を
得
な
い
始
末
。
こ
ん
な
情
況
は
、
大
き

な
美
術
展
の
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
開
か
れ
る
パ
リ
で
も
珍
し
い
こ
と
だ

と
聞
い
た
。
私
個
人
の
経
験
と
し
て
は
、
初
め
て
こ
の
あ
こ
が
れ

の
街
へ
や
っ
て
来
た
一
九
六
七
年
の
夏
、
グ
ラ
ン
・
パ
レ
の
ち
ょ

う
ど
向
か
い
側
に
建
っ
て
い
る
プ
チ
・
パ
レ
（
小
宮
殿
）
美
術
館
で

ツ
タ
ン
・
カ
ー
メ
ン
展
が
開
催
中
で
、
こ
れ
を
見
る
た
め
の
人
た

ち
が
グ
ル
リ
と
同
館
を
取
り
巻
い
て
い
る
の
に
出
く
わ
し
、
同
じ

シ
タ
ン
・
カ
ー
メ
ン
展
の
日
本
で
の
情
況
と
思
い
比
べ
て
み
て
、

｢ 印象派1 0 0 年展」を見るために出来たグラン・バ
レの人の列
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内
容
は
さ
す
が
に
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
私
に
は
初
対
面
の
作
品

も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
心
踊
っ
た
。
し
か
し
、
多
少
物
足
り
な
さ

が
残
っ
た
の
も
事
実
だ
。
こ
れ
は
い
さ
さ
か
ぜ
い
た
く
な
願
い
で

は
あ
ろ
う
が
と
分
か
っ
た
上
で
の
、
し
か
も
「
印
象
派
一
○
○
年

展
」
な
る
催
し
は
パ
リ
で
こ
そ
最
高
の
も
の
が
出
来
る
は
ず
だ
と

思
い
た
い
が
故
の
物
足
り
な
さ
で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
も
っ
と

作
品
数
が
欲
し
か
っ
た
こ
と
。
世
界
の
各
地
か
ら
集
め
た
だ
け

に
、
そ
れ
ぞ
れ
名
作
に
は
違
い
な
い
の
だ
が
、
油
絵
点
数
四
十
一

点
は
印
象
派
を
た
ん
の
う
す
る
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
。
も
っ
と

も
、
作
品
を
部
分
拡
大
し
て
特
徴
を
示
す
パ
ネ
ル
写
真
や
、
第
一

回
展
に
出
品
し
た
作
家
と
、
そ
の
主
要
作
品
を
可
能
な
限
り
モ
ノ

ク
ロ
ー
ム
写
真
で
紹
介
す
る
展
示
な
ど
、
作
品
以
外
に
工
夫
を
こ

ら
し
て
の
会
場
構
成
は
か
な
り
の
努
力
の
跡
が
見
ら
れ
、
感
心
し

た
も
の
だ
。

物
足
り
な
さ
の
第
二
は
、
こ
れ
は
個
人
的
な
好
み
の
問
題
に
な

る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
作
品
の
セ
レ
ク
ト
に
関
し
て
。
一
つ
の
美
術

展
を
企
画
し
実
現
す
る
に
つ
い
て
は
表
へ
出
な
い
大
変
な
苦
労

の
あ
る
こ
と
を
及
ば
ず
な
が
ら
分
か
っ
て
い
る
つ
も
り
だ
け
に
、

作
品
選
択
の
む
つ
か
し
さ
も
理
解
は
で
き
る
。
し
か
し
、
具
体
的

に
私
の
引
っ
か
か
っ
た
不
満
は
、
マ
ネ
に
関
し
て
「
草
上
の
昼
食
」

も
「
オ
ラ
ン
ピ
ア
」
も
共
に
外
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
。
印
象
派
美

プチ・パレ

術
館
か
ら
不
出
品
な
ら

と
も
か
く
、
か
な
り
の

点
数
が
選
ば
れ
て
い
る

の
に
（
こ
れ
は
当
然
の

こ
と
だ
ろ
う
）
な
ぜ
、

印
象
派
グ
ル
ー
プ
結
束

に
功
の
あ
っ
た
マ
ネ
の

い
ず
れ
か
が
出
な
い
の

か
、
こ
れ
は
大
い
に
不

満
で
あ
っ
た
。
（
マ
ネ

に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
触

れ
た
い
）
因
み
に
、
こ

の
一
○
○
年
展
に
ナ
マ

の
油
絵
が
な
ら
ん
だ
作
家
は
、
バ
ジ
ー
ル
、
ブ
ー
ダ
ン
、
カ
イ
ュ

ボ
ッ
ト
、
カ
サ
ッ
ト
、
セ
ザ
ン
ヌ
、
ド
ガ
、
ギ
ョ
マ
ン
、
マ
ネ
、

モ
ネ
、
ベ
ル
ト
・
モ
リ
ゾ
ー
、
ピ
サ
ロ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
シ
ス
レ

ー
。
数
え
て
十
三
人
。
偶
然
で
は
あ
ろ
う
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

忌
み
嫌
わ
れ
る
数
だ
。
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん

こ
の
十
三
人
が
印
象
派
展
初
期
の
重
要
メ
ン
バ
ー
に
は
間
違
い
な

い
の
だ
が
、
参
考
ま
で
に
、
小
規
模
な
が
ら
日
本
で
の
一
○
○
年

展
出
品
者
数
は
二
十
五
人
で
あ
っ
た
。

も
う
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
美
術
展
に
多
少
こ
だ
わ
り
過
ぎ
た
感

じ
が
す
る
が
、
要
は
グ
ラ
ン
。
パ
レ
で
は
次
々
と
す
ご
い
企
画
展

が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
印
象
派
の
画
家
に
関
し
て

も
、
今
後
個
人
展
の
開
か
れ
る
機
会
は
ふ
え
る
に
違
い
な
い
。
常

設
の
ル
ー
ブ
ル
、
印
象
派
、
国
立
近
代
の
三
館
と
も
ど
も
、
パ
リ

の
土
を
ふ
ん
だ
ら
必
ず
行
っ
て
ほ
し
い
美
術
館
で
あ
る
。
地
下
鉄

一
号
線
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
ー
・
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
駅
下
車
。
地
上
へ
出

た
ら
す
ぐ
目
の
前
に
建
っ
て
い
る
か
ら
迷
う
こ
と
は
な
い
。
こ
こ

で
は
各
種
公
募
展
な
ど
も
併
行
し
て
行
な
わ
れ
て
お
り
、
フ
ラ
ン

ス
画
壇
現
況
の
一
端
を
知
る
こ
と
も
出
来
る
。
が
、
概
し
て
こ
こ

で
の
公
募
展
は
保
守
ム
ー
ド
が
強
く
、
と
い
う
か
無
気
力
傾
向
で
、

パ
リ
市
立
近
代
美
術
館
を
根
城
と
す
る
前
衛
系
グ
ル
ー
プ
展
と
は

対
照
的
。
時
間
の
つ

ご
う
で
公
募
展
の
方

は
必
ず
し
も
の
ぞ
く

必
要
は
無
い
。

グ
ラ
ン
。
パ
レ
ま

で
出
向
け
ば
、
先
に

も
ち
ょ
っ
と
触
れ
た

と
お
り
、
向
か
い
側

が
プ
チ
・
パ
レ
。
こ

こ
の
常
設
展
示
で
注

目
す
べ
き
は
、
写
実

主
義
絵
画
の
暁
将
ク

ー
ル
ベ
の
作
品
群
だ

蝿議罪農鰭菖翻逢貴
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〃
花
の
都
″
の
印
象
派
画
家
を
締
め
く
く
る
に
際
し
て
、
マ
ネ

に
ち
ょ
っ
と
言
及
し
て
お
き
た
い
。
前
回
印
象
派
美
術
館
に
は
大

勢
の
画
家
の
、
多
様
な
傾
向
の
作
品
が
な
ら
ん
で
い
る
か
ら
、
あ

ら
か
じ
め
好
み
の
一
人
の
画
家
へ
焦
点
を
定
め
て
鑑
賞
す
る
の
も

一
法
、
と
申
し
上
げ
た
。
し
か
し
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
行
く
の

も
い
い
が
、
そ
の
場
で
の
出
た
と
こ
勝
負
も
面
白
い
。
事
実
、
陳

列
作
品
も
時
々
変
わ
っ
て
い
る
よ
う
だ
か
ら
、
館
内
一
巡
の
の
ち

そ
の
時
一
番
魅
か
れ
た
画
家
の
も
の
を
集
中
的
に
見
れ
ば
い
い
。

最
初
、
グ
ラ
ン
・
パ
レ
の
大
展
覧
会
に
油
絵
が
四
十
一
点
と
は
け

し
か
ら
ん
と
文
句
を
言
っ
た
が
、
本
当
は
四
十
一
点
で
も
、
そ
れ

を
じ
っ
く
り
見
た
ら
ぶ
つ
倒
れ
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
の
だ
。

ま
こ
と
に
欲
ば
つ
た
も
の
言
い
で
少
々
恥
ず
か
し
い
。
し
か
し
、

滅
多
に
な
い
機
会
な
の
だ
か
ら
ド
ン
欲
に
な
ろ
う
。

実
は
、
印
象
派
美
術
館
で
私
が
一
番
魅
か
れ
て
い
る
の
が
マ
ネ

な
の
で
あ
る
。
も
う
数
回
同
館
を
訪
れ
た
が
、
こ
れ
は
変
わ
ら
な

い
。
そ
の
理
由
は
「
草
上
の
昼
食
」
と
「
オ
ラ
ン
ピ
ア
」
だ
。
一

度
「
草
上
の
昼
食
」
が
ど
こ
か
の
企
画
展
へ
借
り
出
さ
れ
て
、
い

つ
も
作
品
が
掛
か
っ
て
い
る
壁
面
が
目
を
む
い
て
い
た
こ
と
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
時
は
ガ
ッ
ク
リ
と
来
て
、
や
が
て
次
第
に
腹
が
立

ち
「
こ
ん
畜
生
ノ
．
印
象
派
美
術
館
の
バ
カ
野
郎
／
、
イ
ン
チ
キ

印
象
派
発

足
一
○
○
年

の
記
念
す
べ

き
こ
の
年

は
、
パ
リ
で

も
い
ろ
い
ろ

な
企
画
が
持

た
れ
た
ら
し

い
。
た
ま
さ

か
私
が
出
会

え
た
も
う
一

つ
の
記
念
展

は
パ
リ
国
立

図
書
館
の

「
印
象
派
画

家
の
版
画

展
」
。
こ
の

国
立
図
書
館

が
、
印
象
派
関
係
で
も
セ
ザ
ン
ヌ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
ロ
ー
ト
レ
ッ

ク
、
ル
ド
ン
ら
の
作
品
が
あ
っ
て
愛
好
家
に
は
見
逃
が
せ
な
い
。

あ
る
時
、
パ
リ
在
住
の
日
本
人
女
流
カ
メ
ラ
マ
ン
と
こ
の
プ
チ
・

パ
レ
ヘ
同
行
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
街
な
か
の
案
内
と
は
攻
守
所

を
変
え
て
館
内
で
は
当
方
が
説
明
役
を
買
っ
て
出
た
が
、
一
巡
し

終
え
て
彼
女
は
し
み
じ
み
言
っ
た
も
の
だ
。
「
ル
ド
ン
の
パ
ス
テ

ル
画
っ
て
本
当
に
美
し
く
、
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。
他
の
画
家
の

油
絵
に
も
決
し
て
負
け
て
い
な
い
し
」
ｌ
日
本
で
は
直
か
に
余

り
接
し
ら
れ
な
い
が
、
画
集
そ
の
他
で
ご
存
知
の
方
も
多
い
で
あ

ろ
う
、
ル
ド
ン
独
特
の
幻
想
世
界
。
そ
の
色
彩
は
明
る
く
き
ら
び

や
か
で
、
し
か
も
物
悲
し
げ
に
幽
椀
。
女
性
、
特
に
光
と
形
の
把

握
に
た
ず
さ
わ
る
彼
女
の
よ
う
な
立
ち
場
の
女
性
は
文
句
な
く
魅

か
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
言
え
ば
パ
ス
テ
ル
画
が
堂
々
と
そ
の
位
置

を
確
立
し
た
の
は
印
象
派
の
画
家
た
ち
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
ド

ガ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
、
そ
し
て
ル
ド
ン
…
…
。

マネ「草上の昼食」

６
１
４
１
１

は
、
外
国
観
光
客
な
ら
必
ず
通
る
オ
ペ
ラ
座
通
り
の
一
つ
東
側
の

通
り
に
あ
る
か
ら
分
か
り
や
す
い
。
道
幅
も
せ
ま
く
人
影
も
多
く

な
く
、
幾
分
裏
通
り
め
い
て
い
る
け
れ
ど
、
館
の
前
に
ち
ょ
う
ど

小
公
園
が
あ
る
か
ら
目
印
し
に
な
る
。
図
書
館
で
は
あ
る
が
、
館

内
の
展
示
室
は
ち
ょ
っ
と
し
た
小
美
術
館
。
こ
こ
に
約
三
六
○
点

の
版
画
、
デ
ッ
サ
ン
、
原
版
類
が
な
ら
ん
だ
。
版
画
と
そ
の
元
に

な
っ
た
デ
ッ
サ
ン
と
の
対
比
、
同
じ
構
図
を
二
度
、
三
度
と
作
り

直
し
て
行
く
過
程
、
影
響
を
受
け
た
先
達
の
版
画
と
の
比
較
（
例

え
ば
ゴ
ャ
と
マ
ネ
）
作
品
と
原
版
と
の
併
置
等
々
（
印
象
派
の
連

中
が
影
響
を
受
け
た
と
い
う
日
本
の
版
画
も
あ
っ
た
）
。
特
別
企

画
展
だ
け
に
、
い
つ
行
っ
て
も
こ
れ
だ
け
の
も
の
が
見
ら
れ
る
わ

け
で
は
な
か
ろ
う
が
、
全
部
こ
の
図
書
館
の
所
蔵
品
と
‐
い
う
か

ら
、
希
望
す
れ
ば
閲
覧
は
可
能
。
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蝋鍵謹識
房…則

絶
対
マ
ネ
の
「
草
上
…
…
」
と
「
オ
ラ
ン
ピ
ア
」
。

こ
の
マ
ネ
の
二
点
が
発
表
当
時
今
草
上
…
…
」
は
一
八
六
三
年

の
落
選
画
展
「
オ
ラ
ン
ピ
ア
」
は
一
八
六
五
年
の
サ
ロ
ン
）
ス
キ

ャ
ン
ダ
ル
を
ひ
き
起
こ
し
た
こ
と
は
前
回
に
ち
ょ
っ
と
触
れ
た
。

「
絵
画
の
冒
涜
だ
」
「
娼
婦
を
サ
ロ
ン
へ
持
ち
込
む
気
か
」
等
々

の
非
難
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
や
そ
う
い
う
驚
き
を
人
々

に
も
た
ら
す
新
し
い
技
法
と
内
容
を
持
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
近

代
美
術
史
に
不
滅
の
位
置
を
占
め
る
名
作
と
な
っ
た
こ
と
も
申
し

上
げ
た
。
こ
の
二
点
は
と
も
に
一
八
六
三
年
の
仕
上
げ
で
、
モ
デ

ル
は
マ
ネ
お
気
に
入
り
の
ピ
ク
ト
リ
ー
ヌ
・
ム
ー
ラ
ン
、
当
時
十

六
歳
。
「
草
上
…
…
」
を
展
示
し
て
非
難
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
こ

と
は
マ
ネ
自
身
覚
悟
し
て
い
た
と
友
人
が
証
言
し
て
い
る
が
、
さ

す
が
い
た
た
ま
れ
ず
陳
列
後
旅
行
に
出
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
火
の
手
が
薄
ら
い
だ
と
思
わ
れ
る
一
一
年
の
ち
ダ
メ
押
し
す
る
よ

う
に
「
オ
ラ
ン
ピ
ア
」
を
、
招
待
さ
れ
た
サ
ロ
ン
へ
出
品
し
た
。

彼
は
や
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
古
び
た
権
威
へ
の
反
逆
。

マネ「オランピアロ

め
／
・
」
と
怒

鳴
り
た
い
気

持
ち
に
な
っ

た
こ
と
だ
っ

た
。
モ
ネ
も

い
い
、
ド
カ

だ
っ
て
す
ば

ら
し
い
、
ゴ

ッ
ホ
、
ゴ
ー

ガ
ン
、
画
－

ト
レ
ッ
ク
、

す
ご
い
画
家

た
ち
だ
、
ま

し
て
や
セ
ザ

ン
ヌ
、
ル
ノ

ワ
ー
ル
。
し

か
し
、
こ
の

美
術
館
で
は

る
に
男
性
に
と
っ
て
女

性
が
い
か
に
す
ば
ら
し

い
存
在
で
あ
る
か
を
再

確
認
さ
せ
て
く
れ
る
の

で
あ
る
。

貴
男
も
貴
女
も
、
せ

っ
か
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ

行
く
か
ら
に
は
私
に
負

け
ぬ
〃
恋
人
″
？
を
掴

ん
で
帰
っ
て
来
て
下
さ

い
。八

作
品
以
外
の
写
真
も

筆
者
Ｖ

彼
は
近
代
絵
画
へ
の
窓
を
、
単
身
で
無
理
矢
理
こ
じ
あ
け
た
い
と

っ
た
感
じ
で
あ
る
。
（
も
っ
と
も
、
彼
自
身
は
あ
く
ま
で
も
伝
統

の
継
承
者
を
も
っ
て
認
じ
て
い
た
よ
う
だ
が
…
）

実
は
、
こ
の
マ
ネ
の
覚
悟
に
日
本
の
浮
世
絵
が
か
な
り
影
響
し

て
い
は
し
ま
い
か
と
私
は
考
え
る
。
印
象
派
の
メ
ン
バ
ー
が
浮
世

絵
か
ら
感
化
を
受
け
た
こ
と
は
す
で
に
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
れ
は
主
に
技
法
と
そ
れ
が
も
た
ら
す
魅
力
に
関
し
て

だ
。
マ
ネ
も
浮
世
絵
自
体
を
画
面
に
描
き
こ
む
ほ
ど
魅
か
れ
て
い

た
よ
う
だ
が
、
技
法
以
上
に
彼
は
浮
世
絵
の
庶
民
性
と
そ
の
奥
に

ひ
そ
む
も
の
に
目
を
つ
け
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
つ
ま
り
浮
世

絵
の
美
人
画
に
顕
著
な
よ
う
に
、
芸
者
、
水
茶
屋
の
女
と
い
っ
た

い
わ
ゆ
る
〃
泥
中
の
蓮
″
に
照
明
を
当
て
、
こ
れ
を
〃
美
の
典

型
“
に
仕
立
て
上
げ
た
庶
民
の
知
恵
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
、
反
骨
精

神
に
、
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
の
精
神
的
系
譜
は
印
象
派
で
も
傍
流

と
目
さ
れ
る
ド
ガ
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
ヘ
と
続
く
。

さ
て
私
、
あ
の
一
一
点
に
魅
か
れ
る
理
由
。
そ
の
歴
史
的
意
義
は

い
う
ま
で
も
な
い
が
、
ま
ず
裸
婦
像
を
描
い
て
の
気
ど
り
の
無
さ
。

そ
し
て
画
面
の
裸
婦
像
に
た
だ
よ
う
一
種
未
成
熟
の
美
し
さ
、
に

も
か
か
わ
ら
ず
併
存
す
る
小
悪
魔
的
誘
惑
ム
ー
ド
、
ま
だ
青
臭
さ

の
残
る
エ
ロ
チ
シ
ズ
ム
、
こ
れ
に
は
彼
女
の
澄
ん
だ
瞳
が
大
き
く

作
用
す
る
：
・
・
：
。
ど
う
も
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
け
れ
ど
、
要
す

印象派美術館の展示室
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☆神戸っ子
トラベルコーナー

神戸っ子海外旅行ご案内
★野生アフリカとの出会い
東アフリカ・サファリ
19 7 6年12月30日～19 7 7年１月14日く16日間＞
募集人員／] _ 2 名福岡康年と共に
総費用／￥5 9 4 , 0 0 0 ＜アフリカスペシャリス

ト＞
エ２月3 0 日東京発
１２月3 1 日ナイロビ着

ナイロビナショナルパーク
１月１日ツアポＮＰ着モンパサロード

ナショナルパークツアポ・ウエスト
へ

１月３日レーニマニァラ着
キリマンジャロの初日

１月４日レーク・マニアラ着
ゴロンゴロの野生動物

１月５日セレゲンティ
１月７日マサマイラ着
１月８日ナイロビ着ナークル湖他
１月1 3 日ナイロビ発一東京

お問合、ドットウェルトラペルサーピス神戸
虻､ＥＬＯ７８（2 5 1 ）００２１担当島村
☆香港４日間
出発日／７月1 8 ～２１日・７月3 0 ～８月２日
費用／￥6 8 ‘０００（大阪発）
毎朝食と夕食２回香港島観光、宿泊費を含む

Ne小泉パーﾃ靴のご案”
☆結婚を希望する男女に交際の場を提
供し、良きパートナーを見出すお手
伝いをいたします。
☆会員相互の理解を深め、親しみを増
すための家族ぐるみのパーティを開
催いたします。

☆米国建国2 0 0 周年シリーズ
①ハワイ６日間
日程／８月2 2 ～2 7 日（大阪発）
費用／￥1 4 8 , 0 0 0
ウ美ルカムランチのみ、オアフ島観光、宿泊費
②米西海岸８日間
日程／８月2 3 ~ 3 0 日( 東京発)
費用／￥22 9 , 0 0 o
ホノルル、サンフランシスコ、ロスアンゼルス
各２泊

上記コースのローン取扱いについては、ハワイコ
ースは頭金5 0 , 0 0 0 円、西海岸コースは8 0 , 0 0 0 円で
－二
ｇｏ

朝日海ﾀ ﾄ 旅行株式会社０７８（3 9 1 ）２２３１
★アメリカ西海岸１週間
日程／９月1 5 日~ 2 1 日（東京発）
費用／￥1 6 8 , 0 0 0
ロスアンジェルス→サンフランシスコ

★マニラ４日間
日程／９月1 0 日～１３日（大阪発）
費用／￥9 8 , 0 0 0

★パリ・ローマ８日間
日程／1 0 月９日～1 6 日（東京発）
費用／￥2 6 8 , 0 0 0

★ハワイ６日間
日程／９月1 6 日～2 1 日（大阪発）
費用／￥13 8 , 0 0 O

お問合せ、お申込みは神戸っ子トラベル係へ
☆トップレディスヨーロッパツアー
日程／1 1 月6 日~ 1 8 日( 1 3 日間)
アテネ→ハンブルグ→コペンハーゲン→パリ
費用／￥4 5 0 , 0 0 0
申込金／￥5 0 , 0 0 0

☆結婚に関する一切のコンサルタン
ト、カウンセラーにも応じます。

★入会金及び年会費は
・入会金1 0 0 0 0 円
・年会費1 0 0 0 0 円

ご連絡・お問い合せは
神戸市葺合区浜辺通６丁目３－１３ニユーポート
ホテル１１Ｆ1 1 3 1 号宮0 7 8 - 2 5 2 －1 3 8 0
■小泉パーティ事務局毎月曜休・１０: 0 0 ～1 8 : 0 ０

ＡＢＣモーニングワイドショー土曜日の朝I 富
でおなじみの細川先生と一緒に

ジェット･ トラベル・サービス０６（3 6 5 ）５２３４
☆ハワイ６日間
日程／９月８日～1 3 日
費用／￥1 3 8 , 0 0 0
大阪→ホノルル→大阪

★南十字星の輝く魅惑の島一バリ島
日程／９月1 4 日～1 7 日
費用／￥9 8 , 0 0 0

★哀愁の欧州を訪ねて
日程／1 1月1 9日~ 2 7日
アムステルダム（１泊）ブラッセルを経て－
パリ（３泊) 一ローマ
費用／￥2 7 5 , 0 0 O

近畿日本ツーリスト株式会社０７８（3 9 1 ）2 4 0 1 ～３
★モスクワ・レニングラード・リガツアー
鍔命. Ａ§黙鐸鋪､ 堅渉' ･ ･ ･ いぶ’, 五潔騨躍鯉･ ･ ･ ･ 鈴悪鑑騨識歯鑑－－. ‘_ ’~ ･ 手~ 』甑癖蕗鑑. 平

日程／７月2 3 日( 金) ～８月６日（金）〔１５日間〕
費用／￥3 8 8 0 0 0 0 ホテルファーストクラス
東京→モスクワ→レニングラード→リガ→モ
スクワ→ハバロフスク→ナホトカ→客船「プリ
アムーリエ号」→横浜
日ソ協会兵庫県支部連合会（0 7 8 ) 3 3 1 - 6 0 9 3

お問合せ、お申込みは神戸っ子トラベル係へ
TＥＬＯ７８（3 3 1）２２４６

☆小泉パーティ美術愛好会発足
小泉パーティはユニークな交際の場
を提供することに努力いたしており
ますが、初の試みとして美術に趣味
をお持ちの方に出会の場として美術
愛好会を元町画廊さんを初め在神作
家の諸先生の御協力を得まして発足
することになりました。一般の方々
の参加も歓迎いたします。お申込は
葉書又は電話で当事務局へ。
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潜り戸を通って
" 花，' のおふくろさんの味を

●今月のおこんだて●
花そうめん4 0 0 円
たかのり弁当9 0 0 円
木の芽あえ4 5 0 円

和風季節料理 え
ｉｌ：3 0 ＡＭ～８: ＯＯＰＭ月曜日定休
さんプラザ地階公３３１－００８７

爽やかに夏を飲みほそう. ノ

具カイサコＨＪ－
三宮・交通センタービル
公３９１－３７０５

国鉄、阪急、阪神の各- 主宮駅と直結してい
るのでオフィス帰りや待ち合わせに便利です。
月１回、アトラクションがありますが、普段
は静かな雰囲気のなかで飲めますし、料理は
９階のレストランから連んでますので味には
自信があります。雨の１１は９階のパブをご利
用下さい。９月1 0 1 1まで。５: 0ＯＰＭ～９: O０Ｐ
Ｍ（８月1 4 日までは９: 3 ＯＰＭまで）
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谷
原
幸
子

え
・
西
村
功

木
原
時
計
店
へ
行
っ
た
の
は
、
雲
の
多
い
午
後
だ
っ
た
。
店
内

に
客
は
無
く
、
正
面
の
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス
の
向
こ
う
で
、
若
い
男
女

の
店
員
が
ひ
そ
や
か
に
話
し
込
ん
で
い
た
。
百
合
の
動
き
を
さ
り

げ
な
く
目
で
追
い
な
が
ら
、
彼
等
の
談
笑
は
蝦
し
い
時
計
の
セ
コ

ン
ド
の
音
に
程
よ
く
溶
け
込
ん
で
い
た
。

百
合
は
、
興
味
の
無
い
ま
ま
に
指
輪
や
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
眺
め
な

が
ら
、
こ
ん
な
重
苦
し
い
天
候
の
日
に
馴
染
み
の
な
い
店
へ
季
節

外
れ
の
サ
ン
グ
ラ
ス
を
買
い
に
来
た
こ
と
を
悔
や
ん
で
い
た
。

百
合
の
家
と
同
じ
町
に
以
前
住
ん
で
い
た
人
が
、
大
阪
市
内
で

＝ず

r △

口
新
連
載
小
説
八
１
Ｖ

帰
宅

時
計
屋
を
し
て
い
て
、
そ
の
町
の
者
が
行
く
と
安
く
し
て
く
れ
る

と
い
う
噂
を
百
合
は
母
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
家

が
、
戦
争
末
期
に
家
を
人
手
に
渡
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
空
襲
の
危
険

の
多
い
市
内
へ
出
て
行
っ
た
時
、
町
の
者
は
決
し
て
親
切
で
は
な

か
っ
た
…
と
、
母
は
蓄
星
〈
し
て
い
た
。
百
合
は
、
ふ
と
、
そ
の
店

で
サ
ン
グ
ラ
ス
を
買
お
う
と
思
っ
た
。
そ
れ
で
、
ゆ
う
べ
母
に
店

の
場
所
を
た
ず
ね
て
み
た
。

「
こ
の
夏
一
つ
失
な
っ
た
で
し
ょ
う
。
い
い
の
が
欲
し
い
の
よ
・

目
が
弱
い
か
ら
海
へ
行
く
の
に
ど
う
し
て
も
い
る
の
」

１
１５０
１

〃'今ん,；句
《
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っ
て
、
古
い
壁
に
塗
り
付
け
る
作
業
は
思
っ
た
よ
り
も
骨
が
折
れ

た
。
百
合
は
、
目
立
た
な
い
便
所
の
脇
の
壁
を
引
き
受
け
た
が
、

鰻
の
使
い
方
一
つ
で
、
塗
り
付
け
た
材
料
が
ず
る
ず
る
と
落
ち
て

来
て
、
一
度
離
れ
た
材
料
は
も
う
使
え
な
い
の
だ
。

「
百
合
さ
ん
、
悪
戦
苦
闘
の
よ
う
で
す
ね
」

本
職
の
よ
う
に
手
際
よ
く
襖
紙
を
切
り
揃
え
な
が
ら
、
兄
嫁
の

母
親
が
笑
う
。
こ
ん
な
、
楽
し
い
仕
事
っ
て
、
そ
う
あ
り
ま
せ
ん

よ
。
な
ど
と
言
い
な
が
ら
腰
が
痛
い
と
、
少
し
大
仰
に
叩
い
て
み

た
り
す
る
。
母
屋
か
ら
出
て
来
な
い
母
へ
の
当
て
こ
す
り
と
取
れ

な
く
も
な
い
。
父
親
の
方
は
、
百
合
を
全
く
無
視
し
て
い
た
。
壁

材
、
買
い
に
行
く
度
に
値
上
り
し
て
る
の
よ
◎
と
、
み
ほ
子
が
言

う
。
壁
材
の
匂
い
に
酔
っ
て
、
そ
の
夜
も
百
合
は
母
屋
へ
引
き
上

げ
た
。

「
百
合
も
あ
の
引
っ
越
し
に
は
疲
れ
た
わ
ね
。
気
晴
し
に
出
か
け

る
と
い
い
わ
。
隣
り
は
、
ま
だ
ま
だ
片
附
き
そ
う
も
な
い
し
、
み

ほ
子
さ
ん
の
方
か
ら
も
来
て
く
れ
る
し
…
。
わ
た
し
も
何
や
ら
疲

れ
て
し
も
う
た
。
何
一
つ
手
伝
わ
ん
の
に
」

母
は
、
痛
む
足
を
摩
っ
た
。

「
海
は
も
う
寒
い
や
ろ
か
ら
気
を
付
け
て
ね
。
安
く
し
て
く
れ
る

よ
。
あ
の
店
な
ら
。
あ
そ
こ
の
主
人
は
う
ち
の
こ
と
は
、
よ
』
フ
知

っ
て
る
人
や
か
ら
」

「
あ
し
た
、
サ
ン
グ
ラ
ス
買
う
て
、
そ
の
ま
ま
行
く
わ
。
お
母
さ

ん
の
足
の
こ
と
や
、
お
医
者
さ
ん
の
こ
と
、
み
ほ
さ
ん
に
よ
く
頼

ん
ど
く
か
ら
、
ひ
ど
い
よ
う
な
ら
、
い
つ
も
の
注
射
し
て
も
ら
う

と
い
い
わ
」

百
合
は
、
鎮
痛
剤
を
口
に
含
み
な
が
ら
言
っ
た
。

気
圧
が
下
る
と
起
き
る
頭
痛
の
予
感
が
、
目
尻
の
微
か
な
痛
み

に
感
じ
ら
れ
た
。
我
慢
し
て
飲
ま
ぬ
よ
う
に
し
て
い
る
薬
だ
が
、

あ
し
た
は
、
ど
う
し
て
も
晴
れ
や
か
な
気
分
で
い
た
か
っ
た
。

「
ま
た
、
頭
痛
な
の
」

母
が
気
造
し
気
に
聞
く
。
薬
、
こ
れ
き
り
に
す
る
わ
。
と
、
百

合
は
優
し
く
母
に
言
っ
た
。

木
原
時
計
店
を
訪
ね
た
時
も
、
ゆ
う
べ
の
頭
痛
の
予
感
が
、
ま

だ
し
つ
こ
く
目
尻
に
残
っ
て
い
る
の
に
百
合
は
、
う
っ
と
う
し
さ

１
１５１
１

ト

「
今
頃
、
海
へ
行
く
の
」

母
は
、
人
伝
に
聞
い
た
店
の
場
所
を
教
え
た
あ
と
、
何
か
を
感

じ
た
よ
う
に
、
ふ
と
百
合
を
見
た
。

「
お
前
、
ど
っ
か
へ
行
く
の
か
い
」

「
ち
ょ
っ
と
ね
。
あ
し
た
、
友
達
と
近
く
の
海
を
見
に
行
く
だ
け

二
時
間
も
あ
れ
ば
行
け
る
と
こ
よ
◎
足
の
向
く
ま
ま
に
民
宿
へ
で

も
泊
っ
て
み
よ
う
か
と
思
っ
て
…
秋
の
海
も
い
い
わ
よ
・
で
も

今
度
は
出
来
る
だ
け
節
約
ム
ー
ド
で
行
く
積
り
。
だ
か
ら
、
眼
鏡

一
つ
で
も
安
く
買
い
た
い
の
」

「
そ
れ
も
い
い
け
ど
、
隣
り
は
ま
だ
壁
塗
り
が
残
っ
て
い
る
の
や

る
」母

も
百
合
も
な
ん
と
な
く
そ
の
方
向
へ
顔
を
向
け
て
、
ふ
う
と

息
を
吐
い
た
。

庭
続
き
の
古
い
二
階
家
は
、
祖
母
の
隠
居
所
だ
っ
た
が
、
三
年

前
に
祖
母
が
死
ん
だ
あ
と
は
戸
を
閉
め
た
ま
ま
だ
っ
た
。
戦
争
中

に
乏
し
い
資
材
で
無
理
を
し
て
建
て
た
家
だ
か
ら
、
建
付
け
が
悪

く
、
痛
み
方
も
ひ
ど
か
っ
た
。
そ
の
家
に
、
急
に
兄
夫
婦
が
住
む

こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
思
い
が
け
な
い
不
意
の
大
阪
転
勤
の
た
め

で
あ
っ
た
。

兄
は
、
便
利
な
社
宅
へ
入
る
積
り
で
い
た
が
、
母
屋
の
方
も
随

分
荒
れ
て
い
る
し
、
母
の
神
経
痛
は
立
居
も
不
自
由
な
ほ
ど
ひ
ど

く
な
っ
て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
母
屋
を
す
っ
か
り
建
て
直
し
、
母

と
住
む
こ
と
に
決
め
て
、
取
り
あ
え
ず
空
い
て
い
る
隠
居
所
の
方

へ
落
ち
つ
く
こ
と
に
し
た
の
だ
っ
た
。

と
に
か
く
、
荒
れ
果
て
た
古
家
の
応
急
修
理
を
急
が
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
兄
嫁
の
実
家
か
ら
も
両
親
が
手
伝
い
に
来
た
。
兄
は

こ
の
古
い
隠
居
所
を
母
屋
を
建
て
直
し
た
後
は
取
り
壊
す
気
で
い

る
の
で
、
専
門
の
職
人
を
雇
う
気
な
ど
無
く
、
引
越
荷
物
が
入
っ

て
、
ど
う
に
か
当
座
の
生
活
が
出
来
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
た
。

兄
嫁
の
み
ほ
子
と
、
彼
女
の
父
親
は
剥
げ
落
ち
た
壁
の
塗
り
替

え
に
掛
っ
た
。
母
親
は
、
家
中
の
襖
や
障
子
の
張
り
替
え
を
引
き

受
け
た
。
百
合
は
、
何
一
つ
手
助
け
が
出
来
な
い
母
の
代
り
に
、

会
社
か
ら
帰
る
と
壁
塗
り
を
手
伝
う
こ
と
に
し
た
。
み
ほ
子
が
、

近
く
の
建
材
屋
で
買
っ
て
来
て
バ
ケ
ツ
に
溶
い
た
材
料
を
鰻
に
取

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



射
を
受
け
て
亡
く
な
ら
れ
た
と
い
う
話
も
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の

女
の
人
は
防
空
壕
へ
入
ら
ず
に
二
階
の
窓
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
飛

行
機
を
見
物
し
て
い
て
撃
た
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
二
階
家
は
、

の
ち
に
祖
母
の
隠
居
所
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
で
も
壁
に
弾
の
穴

が
あ
り
ま
す
」

「
不
謹
慎
な
こ
と
で
し
た
な
。
そ
の
女
の
人
は
」

暫
く
黙
っ
て
い
た
あ
と
で
、
老
主
人
は
ぽ
つ
ん
と
言
っ
た
。
女

客
が
思
い
が
け
な
く
お
喋
り
な
の
で
驚
い
た
の
か
も
し
れ
な
か
っ

た
。
そ
れ
か
ら
、
ふ
と
話
の
継
穂
を
変
え
る
よ
う
に
、
全
く
戦
争

と
い
う
や
つ
は
、
人
に
思
わ
ぬ
死
に
ざ
ま
を
持
っ
て
来
る
も
ん
で

す
な
。
と
一
人
言
の
よ
う
に
咳
い
た
。

「
そ
の
女
の
人
も
、
防
空
壕
に
は
、
も
う
倦
い
て
い
た
ん
で
し
ょ

う
な
。
若
い
う
ち
は
、
え
て
し
て
倦
き
易
い
も
ん
で
、
み
ん
な
辛

抱
が
足
り
ん
。
思
え
ば
哀
れ
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
な
。
そ
の

女
の
人
も
」

老
人
は
、
き
ょ
う
は
、
あ
い
に
く
支
配
人
が
出
か
け
て
い
て
店

の
勝
手
が
よ
う
判
ら
ん
の
で
す
が
…
と
断
り
な
が
ら
、
女
店
員
に

言
い
付
け
て
、
奥
か
ら
サ
ン
グ
ラ
ス
を
別
に
持
っ
て
来
さ
せ
た
。

「
年
寄
り
の
セ
ン
ス
で
は
、
お
役
に
立
ち
ま
せ
ん
か
な
。
お
前
、

お
相
手
し
な
さ
い
」

老
人
は
、
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス
の
上
へ
眼
鏡
を
並
べ
な
が
ら
男
の
店

員
に
言
っ
た
。

「
い
い
で
す
。
ど
ん
な
の
で
も
目
を
隠
し
さ
え
す
れ
ば
」

百
合
は
、
頭
痛
の
前
触
れ
と
し
て
い
つ
も
起
き
て
く
る
微
か
な

吐
気
を
ハ
ン
カ
チ
で
押
え
て
苦
し
い
物
で
も
見
る
よ
う
に
サ
ン
グ

ラ
ス
の
群
れ
を
見
た
。
そ
の
顔
か
ら
少
し
の
間
目
を
放
さ
ず
に
い

た
老
主
人
は
、

「
あ
な
た
様
は
、
安
倍
様
と
お
つ
し
や
い
ま
せ
ん
か
」

と
、
不
意
に
百
合
の
姓
を
言
い
当
て
た
・
百
合
は
、
自
分
が
今
ま
で

名
も
名
乗
ら
ず
に
い
た
こ
と
に
漸
く
気
付
い
て
顔
が
火
照
っ
た
。

「
さ
っ
き
の
お
話
で
判
り
ま
し
た
。
安
倍
様
の
お
方
な
ら
ぜ
ひ
お

た
ず
ね
し
た
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
お
掛
け
下
さ
い

ま
せ
ん
か
」

男
の
店
員
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
椅
子
を
勧
め
た
。
老
人
も
腰
を

１
１５２
１

一

と
不
安
を
感
じ
て
い
た
。
こ
れ
が
居
残
っ
て
い
る
限
り
、
い
つ
ど

ん
な
手
段
で
自
分
は
自
分
を
見
放
し
た
り
、
投
げ
出
し
た
り
す
る

か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
不
用
意
な
言
葉
で
人
を
傷
つ
け
る

か
も
し
れ
な
か
っ
た
。
貝
沼
と
の
出
発
に
は
、
何
よ
り
も
平
静
さ

が
必
要
だ
っ
た
。
パ
ッ
シ
ョ
ン
よ
り
も
そ
れ
が
大
切
に
思
え
た
。

考
え
て
み
れ
ば
、
サ
ン
グ
ラ
ス
一
つ
に
奇
妙
な
執
念
を
燃
し
て
、

場
末
の
見
知
ら
ぬ
店
ま
で
や
っ
て
来
た
こ
と
自
体
、
本
当
の
自
分

で
は
な
い
よ
う
な
気
が
し
た
。

（
ケ
チ
で
結
構
。
こ
れ
か
ら
が
大
へ
ん
な
ん
だ
）
百
合
は
自
分

に
言
い
聞
か
せ
て
、
漠
然
と
し
た
不
安
や
う
し
ろ
め
た
さ
を
追
払

お
う
と
し
た
。
（
そ
う
よ
。
今
ま
で
の
自
分
を
覆
い
隠
す
の
が
い

い
わ
。
う
ん
と
奇
抜
な
：
．
）

「
平
凡
な
の
ば
っ
か
り
ね
」

百
合
は
、
店
の
隅
の
台
に
申
し
訳
け
の
よ
う
に
並
べ
た
サ
ン
グ

ラ
ス
の
前
で
声
に
出
し
た
。
男
の
店
員
が
、
機
敏
に
百
合
の
方
へ

歩
み
寄
っ
て
来
た
。
華
著
な
造
り
の
少
年
じ
み
た
顔
に
愛
橋
の
あ

る
笑
い
が
浮
い
て
い
る
。

「
こ
ち
ら
の
ご
主
人
は
丸
田
町
の
出
身
で
し
ょ
う
。
丸
田
町
の
者

が
行
け
ば
色
々
便
宜
を
計
っ
て
下
さ
る
と
聞
い
て
来
た
ん
で
す
」

暫
く
お
待
ち
下
さ
い
、
と
店
員
は
奥
へ
入
っ
て
行
っ
た
。
や
っ

ぱ
り
突
つ
け
ん
ど
ん
な
口
を
利
い
て
し
ま
っ
た
な
、
と
、
百
合
は

唇
を
噛
む
。
デ
パ
ー
ト
へ
行
け
ば
よ
か
っ
た
…
。

奥
か
ら
、
さ
っ
き
の
店
員
と
い
っ
し
ょ
に
小
柄
な
老
人
が
出
て

来
た
。
七
十
才
を
越
え
た
年
寄
り
ら
し
く
、
し
み
の
多
い
顔
に
金

縁
の
眼
鏡
が
似
合
う
柔
和
な
感
じ
の
主
人
で
あ
っ
た
。
貴
金
属
を

扱
う
店
ら
し
く
程
よ
く
沈
ん
だ
照
明
の
中
で
、
老
人
は
百
合
を
穏

や
か
に
眺
め
て
丁
重
な
挨
拶
を
し
た
。

「
丸
田
町
も
静
か
な
田
舎
で
し
た
が
、
今
で
は
随
分
変
り
ま
し
た

で
し
ょ
う
な
。
近
く
に
ち
っ
ぽ
け
な
飛
行
場
が
あ
り
ま
し
た
せ
い

で
、
大
阪
市
か
ら
は
外
れ
て
い
る
の
に
さ
う
空
襲
を
受
け
ま
し
た

あ
な
た
様
の
よ
う
な
お
若
い
方
に
は
昔
話
で
ご
ざ
い
ま
す
な
」

「
空
襲
の
こ
と
は
よ
く
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
そ
の
頃
は
、

三
つ
か
、
四
つ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
。
わ
た
し
の
家
の
二
階

を
当
時
若
い
夫
婦
が
借
り
て
い
て
、
そ
の
奥
さ
ん
の
方
が
機
銃
掃
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「
私
共
の
息
子
も
満
州
で
応
召
し
て
、
そ
の
ま
ま
シ
ベ
リ
ヤ
へ
持

っ
て
行
か
れ
ま
し
て
、
未
だ
に
戻
っ
て
参
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も

死
亡
通
知
と
い
う
の
は
届
い
て
お
り
ま
す
が
、
確
か
に
死
ん
だ
と

い
う
証
拠
が
な
い
限
り
は
未
帰
還
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お
兄
さ
ん
は

お
い
く
つ
に
お
な
り
で
す
な
」

「
四
十
九
才
で
す
」

「
そ
れ
じ
や
、
う
ち
の
息
子
よ
り
少
し
お
年
上
で
す
な
。
わ
た
し

は
、
息
子
の
最
後
の
模
様
を
知
っ
て
お
い
で
の
方
か
ら
、
直
接
開

く
ま
で
は
、
親
と
し
て
死
ん
だ
と
認
め
る
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ

ん
。
お
前
も
そ
う
や
ろ
。
冬
彦
」

老
主
人
は
、
店
員
に
そ
う
呼
び
か
け
た
。

「
こ
れ
は
、
孫
の
冬
彦
と
申
し
ま
し
て
、
そ
の
息
子
が
残
し
た
一

人
き
り
の
子
供
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
若
造
で
す
が
、
こ

れ
で
も
う
三
十
に
な
り
ま
す
」

百
合
が
店
員
だ
と
思
っ
て
い
た
青
年
は
、
し
な
や
か
な
身
こ
な

し
な
や
か
な
身
こ
な

し
で
寄
っ
て
来
て
会

釈
し
た
。

「
わ
た
し
は
、
こ
れ

を
連
れ
て
、
終
戦
以

来
、
方
々
へ
息
子
の

消
息
を
た
ず
ね
歩
き

ま
し
た
。
そ
れ
が
、

つ
い
最
近
に
な
っ
て

丸
田
町
の
安
倍
さ
ん

の
お
身
内
の
方
が
シ

ベ
リ
ヤ
で
息
子
と
同

じ
場
所
に
居
ら
れ
た

と
聞
き
ま
し
た
。
生

ま
れ
た
在
所
で
す
が

丸
田
町
へ
は
、
ず
っ

と
足
が
遠
の
い
て
お

り
ま
し
た
。
近
頃
は

よ
く
あ
ち
ら
か
ら
店

へ
買
物
に
来
て
下
さ

１
１５３
１

下
し
た
。

「
あ
な
た
様
の
お
父
上
は
、
シ
ベ
リ
ヤ
で
捕
虜
に
な
っ
て
お
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
か
」

老
主
人
は
、
柔
和
な
目
を
気
忙
し
く
瞬
か
せ
て
眼
鏡
の
縁
を
持

ち
上
げ
た
。

「
い
い
え
。
父
は
病
気
で
十
年
前
に
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
戦
争

に
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
私
の
兄
が
シ
ベ
リ
ヤ
に
お
り

ま
し
た
。
私
が
、
ま
だ
小
さ
か
っ
た
頃
に
帰
っ
て
来
て
、
両
親
や

祖
母
達
が
大
騒
ぎ
し
て
い
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
兄
と
私

は
十
七
も
年
が
違
い
ま
す
」

「
お
兄
さ
ん
が
お
い
で
で
し
た
か
。
私
共
で
は
、
家
の
内
に
色
々

ご
た
ご
た
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、
丸
田
町
を
出
て
行
く
頃
は

よ
そ
様
の
御
子
息
の
こ
と
は
全
く
存
じ
上
げ
ず
に
お
り
ま
し
た
」

「
兄
は
、
早
く
か
ら
東
京
の
学
校
に
行
っ
て
い
ま
し
た
し
、
そ
の

ま
ま
、
学
徒
動
員
で
出
て
行
き
ま
し
た
」
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「
母
は
、
僕
を
生
ん
で
す
ぐ
に
死
に
ま
し
た
」

冬
彦
が
答
え
た
。

「
こ
れ
が
生
ま
れ
た
の
も
知
ら
ず
に
礼
治
は
召
集
を
受
け
て
す
ぐ

に
終
戦
、
そ
の
ま
ま
シ
ベ
リ
ヤ
送
り
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
お
兄
さ

ん
の
お
子
達
も
随
分
大
き
く
お
な
り
で
し
ょ
う
な
」

「
兄
に
子
供
は
あ
り
ま
せ
ん
」

「
そ
れ
は
ど
う
も
失
礼
申
し
ま
し
た
。
で
も
、
ご
自
身
立
派
に
生

き
て
お
い
で
に
な
る
だ
け
で
充
分
で
ご
ざ
い
ま
す
よ
。
わ
た
し
は

礼
治
が
こ
れ
を
残
し
て
く
れ
た
お
陰
で
杖
の
よ
う
に
連
れ
て
息
子

の
消
息
を
訪
ね
歩
き
ま
し
た
。
親
と
し
て
子
の
最
後
を
知
る
義
務

が
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
も
子
と
し
て
父
の
最
後
を
知
っ
て
お
く
の

が
勤
め
や
と
存
じ
ま
し
て
」

「
全
く
乱
暴
だ
っ
た
か
ら
な
。
お
じ
い
さ
ん
は
。
突
然
、
あ
し
た

北
海
道
へ
行
く
。
そ
う
言
っ
て
学
校
な
ん
か
平
気
で
休
ま
せ
る
ん

だ
か
ら
」

「
北
海
道
だ
け
で
も
三
度
行
き
ま
し
た
。
大
へ
ん
な
旅
で
し
て
な

終
戦
間
な
し
の
頃
は
…
。
で
も
、
礼
治
と
同
じ
部
隊
の
人
が
い
る

と
聞
い
た
だ
け
で
、
そ
の
日
の
う
ち
に
出
か
け
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
せ
い
か
、
こ
れ
は
今
、
旅
行
社
に
勤
め
て
お
り
ま
す
。

昨
日
、
ハ
ワ
イ
か
ら
帰
っ
た
ば
っ
か
り
で
」

老
人
は
、
改
め
て
百
合
の
兄
に
引
き
会
わ
せ
て
ほ
し
い
と
頼
ん

だ
。「

日
曜
に
お
出
掛
け
下
さ
れ
ば
、
い
つ
で
も
お
会
い
す
る
と
思
い

ま
す
。
私
は
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
伝
え
て
お
き
ま
す
。
ハ

ワ
イ
で
は
、
ど
ん
な
サ
ン
グ
ラ
ス
が
は
や
っ
て
い
ま
す
の
」

冬
彦
が
選
ん
で
く
れ
た
の
は
、
赤
味
が
か
っ
た
薄
茶
の
大
き
な

レ
ン
ズ
の
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
を
掛
け
る
と
物
は
み
な
優
し
い
鴎

り
を
持
っ
た
。
音
を
立
て
て
、
重
苦
し
い
吐
気
が
引
い
て
い
く
。

「
こ
れ
で
い
い
わ
。
こ
の
ま
ま
掛
け
て
行
き
ま
す
」
（
つ
づ
く
）

谷
原
幸
子
さ
ん
は
、
大
正
型
年
生
ま
れ
。
加
年
ほ
ど
前
か
ら
同
人
誌
を
中
心
に

作
品
を
発
表
し
て
い
る
。
現
在
、
「
鈍
」
同
人
。
昨
年
の
廻
月
「
椎
の
実
書
房
」

（
大
阪
）
か
ら
作
品
集
『
や
さ
し
い
声
』
を
出
版
。
そ
の
「
賊
」
で
文
芸
評
論
家

の
松
原
新
一
氏
は
「
市
民
的
な
も
の
の
枠
に
う
ま
く
お
さ
叢
り
き
ら
な
い
余
剰
の

部
分
の
不
安
を
巧
妙
に
小
説
と
し
て
梢
成
し
て
い
る
」
と
の
べ
て
い
る
。
藤
井
寺

市
在
住
。
『
帰
宅
』
は
狸
月
号
ま
で
の
６
回
連
戦
で
す
。

’
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る
よ
う
に
な
り
、
わ
た
し
も
喜
ん
で
お
る
の
で
す
が
、
そ
う
い
う

お
客
様
か
ら
教
え
ら
れ
て
、
そ
ん
な
身
近
な
所
に
そ
ん
な
お
方
が

お
ら
れ
た
か
と
、
自
分
の
迂
闇
さ
に
呆
れ
も
し
、
生
ま
れ
故
郷
と

の
因
縁
を
考
え
た
り
し
て
、
す
ぐ
に
で
も
お
た
ず
ね
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
で
…
。
本
当
に
今
ま
で
は
九
州
や
北
海

道
と
遠
方
ば
か
り
歩
き
ま
し
た
」

「
思
い
出
し
ま
し
た
わ
」

と
、
百
合
は
言
っ
た
。

「
母
か
ら
聞
い
た
の
で
す
が
、
兄
は
シ
ベ
リ
ヤ
か
ら
帰
る
と
す
ぐ

に
、
同
じ
町
の
人
の
最
後
を
御
家
族
に
お
伝
え
し
よ
う
と
し
た
が

そ
の
お
宅
は
戦
争
中
に
町
を
出
ら
れ
て
当
時
は
行
方
が
判
ら
な
か

っ
た
の
で
諦
め
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
兄
は
、
す
ぐ
に
東
京

の
学
校
へ
戻
り
、
東
京
で
就
職
し
て
、
つ
い
こ
の
間
転
勤
で
戻
っ

て
来
る
ま
で
、
殆
ん
ど
帰
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
れ
は
、
こ
ち
ら

の
息
子
さ
ん
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
ね
」

老
人
は
、
い
き
な
り
立
ち
上
っ
た
。
黙
っ
て
額
を
押
え
た
。
青

年
が
老
人
を
椅
子
に
坐
ら
せ
た
。
や
っ
ぱ
り
…
と
老
人
は
咳
い
た

「
蕊
へ
、
や
っ
ぱ
り
、
お
前
の
お
父
さ
ん
は
死
ん
で
い
た
。
こ
れ
で

判
っ
た
。
は
っ
き
り
し
た
」

老
人
は
、
や
が
て
、
腫
物
が
落
ち
た
よ
う
に
し
っ
か
り
し
た
目

を
上
げ
た
。

「
冬
、
判
っ
て
よ
か
っ
た
な
あ
。
二
十
一
一
や
っ
た
。
お
前
の
お
と

つ
つ
あ
ん
が
死
ん
だ
の
は
…
き
っ
と
そ
の
年
や
。
礼
治
と
い
う
こ

れ
の
父
親
は
、
旧
制
の
中
学
を
出
る
と
、
そ
の
頃
は
も
う
丸
田
町

の
家
が
傾
い
て
い
た
せ
い
も
あ
っ
て
、
一
人
で
満
州
へ
渡
り
、
向

こ
う
の
建
設
会
社
へ
勤
め
て
お
っ
た
ん
で
す
が
、
あ
ち
ら
で
知
り

合
う
た
身
寄
り
の
な
い
娘
と
結
婚
し
ま
し
た
。
子
供
が
生
ま
れ
る

と
い
う
の
で
、
礼
治
は
、
丸
田
町
の
私
共
へ
そ
の
女
房
を
送
っ
て

来
ま
し
た
。
無
理
し
て
船
に
乗
せ
て
も
親
元
で
無
事
に
子
を
産
ま

せ
た
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
な
。
身
重
の
妻
を
置
い
て
、
す
ぐ
に
引

き
返
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
息
子
を
見
た
最
後
で
し
た
。
わ
た
し

も
、
死
ん
だ
家
内
も
出
来
る
限
り
の
こ
と
は
し
て
、
嫁
の
出
産
を

待
ち
ま
し
て
、
こ
れ
は
ま
あ
無
事
に
生
ま
れ
た
ん
で
す
が
」

「
こ
の
方
の
お
母
さ
ん
は
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
」
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し
た
町
が
や
は
り
一
番
心
の
底
に
残
っ
の
人
ら
し
い
の
に
）
あ
ま
り
な
が
つ
づ

て
い
る
よ
う
で
す
。
毎
晩
の
よ
う
に
行
き
が
せ
ず
、
あ
る
い
は
、
そ
ば
、
ラ
ー

っ
た
「
蛸
の
壷
」
木
村
さ
ん
夫
妻
に
は
メ
ン
も
揃
え
て
し
ま
い
ま
す
。
サ
ッ
ポ

迷
惑
の
か
け
通
し
で
、
他
の
方
や
店
も
ロ
ラ
ー
メ
ン
と
い
う
味
噌
味
は
結
局
そ

そ
う
で
す
が
今
も
な
つ
か
し
さ
と
共
に
の
漠
さ
に
味
力
と
す
る
も
の
が
あ
る
の

当
分
頭
が
上
ら
ん
と
い
う
思
い
で
す
。
で
し
ょ
う
。
ご
ろ
寝
し
て
い
る
と
神
戸

ソ
ウ
ル
に
着
任
し
て
早
や
二
年
。
政
祭
り
の
ニ
ュ
ー
ス
。
五
月
中
旬
と
い
う

治
の
国
で
す
が
、
小
生
に
と
っ
て
は
酒
の
に
あ
ま
り
気
温
が
あ
が
ら
ず
公
園
に

の
国
で
も
あ
り
、
身
体
に
傷
あ
る
の
を
行
く
気
も
せ
ず
雑
誌
な
ど
の
ひ
ろ
い
読

誰
知
の
上
で
酒
修
業
中
。
特
派
員
仲
間
み
。
ト
シ
で
す
。

で
の
番
付
は
上
位
で
す
が
、
「
生
一
本
」
八
札
幌
市
楠
本
大
Ｖ

|鱗識ｉｉｉ

１

１５５
１

た
と
こ
ろ
。
貴
誌
の
一
九
七
五
年
の
号
戸
証
券
取
引
所
ピ
ル
の
頃
。
ま
だ
「
蛸
★
無
事
、
宛
。
鷺
．
胃
邑
ｇ
着
工
出
来

が
四
冊
ば
か
り
偶
然
目
に
つ
き
ま
し
た
の
壷
」
が
、
元
町
駅
の
南
露
路
に
あ
っ
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ

中
西
画
伯
、
竹
田
〃
元
″
記
者
、
小
泉
た
こ
ろ
の
威
勢
の
い
い
経
済
記
者
さ
い
ま
す
。
今
後
、
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ

編
集
長
の
〃
後
記
″
な
ど
の
写
真
、
名
ん
。
相
変
ら
ず
お
酒
が
強
い
よ
う
で
す
る
と
思
い
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い

文
、
名
画
が
わ
が
な
つ
か
し
の
神
戸
を
ね
。
ソ
ウ
ル
で
神
戸
っ
子
十
五
周
年
や
し
ま
す
。
小
生
こ
の
と
こ
ろ
、
世
界
の

想
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
神
戸
ま
つ
り
の
記
率
を
ご
覧
に
な
る
と
街
の
集
落
や
、
バ
ザ
ー
ル
等
を
、
み
て

「
神
戸
っ
子
」
を
拝
見
す
る
と
、
神
は
…
。
世
界
は
せ
ま
い
で
す
ね
。
歩
き
た
い
欲
望
に
か
ら
れ
、
仕
事
の
合

戸
は
常
に
青
春
の
町
で
あ
る
と
い
う
感
小
井
土
特
派
員
の
』
一
ユ
ー
ス
は
、
神
い
間
を
ぬ
っ
て
脱
出
し
て
お
り
．
一
一
ふ
す
。

じ
を
強
め
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
小
泉
御
戸
で
も
ち
ゃ
ん
と
拝
読
し
て
い
ま
す
写
真
の
島
は
ア
テ
ネ
よ
り
、
船
で
二
○

兄
妹
も
お
元
気
で
ご
活
眼
の
梯
子
、
何
よ
・
ガ
ン
パ
ッ
テ
ネ
ノ
八
編
染
部
Ｖ
時
間
程
の
カ
ン
ト
リ
ー
一
一
島
で
す
。
急

よ
り
で
す
。
そ
し
て
神
戸
を
愛
す
る
長
☆
ま
つ
り
の
日
の
雨
は
、
心
な
き
も
の
斜
面
に
建
っ
て
い
て
、
他
人
の
屋
根
が

期
の
耐
え
ざ
る
ご
努
力
に
敬
意
を
表
さ
の
仕
業
に
雌
れ
た
ひ
と
へ
の
レ
ク
イ
エ
パ
ル
コ
ー
ー
ー
や
、
道
に
な
っ
て
い
る
た

せ
て
頂
き
ま
す
。
ム
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
パ
レ
ー
ド
を
け
な
い
へ
ん
楽
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
全
て
を

小
生
も
神
戸
を
離
れ
て
か
ら
は
永
田
げ
に
一
生
懸
命
つ
と
め
た
神
戸
っ
子
に
石
灰
汁
で
白
く
塗
っ
て
い
て
、
青
い
空

町
住
ま
い
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
、
ソ
ウ
ル
よ
く
頑
強
っ
た
れ
と
、
ひ
と
一
言
声
を
か
を
つ
き
ぬ
け
る
よ
う
で
す
。

勤
務
、
こ
の
間
に
か
の
田
中
角
栄
先
生
け
た
い
。
八
京
都
市
加
藤
弘
之
Ｖ
八
安
藤
忠
雄
Ｖ

と
同
行
の
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
☆
扱
影
す
る
ひ
と
も
、
パ
レ
ー
ド
の
サ
★
〃
神
戸
ま
つ
り
の
原
点
を
み
つ
め
る

ク
訪
問
、
地
中
海
沿
岸
の
モ
ロ
ッ
コ
、
ン
パ
を
踊
る
神
戸
っ
子
も
一
生
懸
命
。
時
″
こ
の
方
々
の
発
言
と
発
想
す
ぱ
ら

ア
ル
ジ
ェ
、
カ
イ
ロ
、
ベ
イ
ル
ー
ト
、
雨
の
中
を
長
時
間
見
物
さ
れ
た
皆
さ
ん
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
〃
み
ん
な
踊

ヨ
ル
ダ
ン
、
ス
ー
ダ
ン
、
イ
ェ
ー
メ
ン
に
も
ご
声
援
あ
り
が
と
う
と
．
：
…
。
心
っ
て
み
た
い
の
は
同
じ
で
す
。
だ
か
ら

な
ど
と
色
ん
な
と
こ
ろ
に
住
み
旅
を
し
か
ら
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
そ
う
い
う
場
が
ふ
く
れ
て
も
、
ふ
く
れ

ま
し
た
が
、
モ
ロ
ッ
コ
、
チ
ニ
ー
ー
ス
な
八
編
築
部
Ｖ
て
も
可
能
な
よ
う
に
、
場
が
ほ
し
い
〃

ど
と
共
に
、
想
い
出
さ
れ
る
の
は
ミ
ナ
☆
札
幌
に
も
さ
ぬ
き
う
ど
ん
の
店
が
、
に
共
感
し
ま
す
。
Ａ
丸
本
明
子
Ｖ

卜
神
戸
。
若
い
時
代
を
酒
と
と
も
に
過
中
心
街
に
で
き
て
も
（
御
主
人
は
関
西

鱈
鍵
灘
。
雑
灘
鵜

ニ
ュ
ー
ス
の
抜
粋
が
「
暴
走
」
だ
っ
た

★
六
甲
山
が
緑
に
包
ま
れ
、
元
町
と
三
と
は
感
心
し
ま
せ
ん
ね
。
わ
が
同
僚
の

宮
に
若
く
－
し
き
れ
い
な
神
戸
っ
子
が
一
カ
メ
ラ
マ
ン
を
思
旦
残
念
至
極
．

杯
の
五
月
。
ど
う
も
久
し
振
り
で
す
。
感
情
優
先
、
理
性
喪
失
の
時
代
の
子

お
忘
れ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
日
経
。
供
ら
の
仕
業
で
し
ょ
う
が
、
神
戸
は
い

辿
呈
局
時
代
に
お
酒
を
飲
ん
だ
小
井
っ
も
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
若
者
が
主
人

土
で
す
。

公
で
あ
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。
わ
が
愛

先
日
、
日
経
の
文
化
面
に
雨
戸
っ
す
る
神
戸
が
な
つ
か
し
く
一
筆
し
た
た

垂
が
十
五
周
年
と
い
う
尖
が
城
っ
め
ま
し
た
．

て
い
た
の
が
目
に
つ
い
て
、
大
変
な
っ
ハ
ソ
ゥ
ル
に
て
＃
土
有
治
ｖ

か
し
ぐ
思
い
ま
し
た
。
久
方
ぶ
り
に
手
☆
び
っ
く
り
し
ま
し
た
ね
エ
。
日
珪
の

紙
を
差
し
上
げ
な
く
て
は
と
思
っ
て
い
・
挫
隻
局
が
、
朝
日
会
館
の
西
隣
り
神

t ａｌｋａｎｄｔａｌｋ

＜神戸っ子至膝考サロン＞

ぶと

【
○
国
因
嗣
○
の
弓
一

★
神
戸
光
厘
会
が
、
こ
の
ほ
ど
会
員
が

県
や
各
地
の
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
き
た

た
め
名
称
存
「
兵
販
光
風
会
」
と
改
め

事
務
所
代
表
も
岩
本
隆
宴
さ
ん
方
か
ら
一

角
卓
さ
ん
方
に
移
り
ま
し
た
。
｜

〒
６
５
８
神
戸
市
東
灘
区
住
吉
町
赤
埋
一

山
・
八
七
一
ノ
ー
角
卓
方
宮
０
７
８
－

〈
８
４
２
翠
・
八
○
○

★
神
戸
の
カ
メ
ラ
マ
ン
の
至
人
展
が
、
一

七
月
‐
》
・
》
’
二
十
日
大
阪
一
ル
ピ
ル
の
一

フ
ジ
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
で
開
か
れ
室
す
。

垣
内
初
太
郎
》
巡
礼
の
心
と
眼
一
小
山

保
「
山
村
さ
ん
そ
ん
』
竹
内
広
光

・
各
駅
停
車
」

★
邦
楽
八
長
唄
Ｖ
の
今
藍
尚
之
さ
ん
一

八
神
戸
出
身
Ｖ
が
東
京
で
転
居
。
新
佐
一

所
は
東
京
都
世
田
谷
区
弦
巻
・
ノ
ｌ
Ｘ
－

ノ
ー
九
サ
ィ
ク
マ
ン
シ
副
ソ
２
０
１
号
一

〒
１
５
４
画
４
２
７
○
五
三
五
一

★
道
化
座
の
い
え
ノ
イ
エ
七
月
公
演
は
一

唐
十
郎
作
『
盲
導
犬
」
演
出
／
須
永
克
一

彦
七
月
三
・
十
・
Ｌ
・
七
・
二
四
八
土
午
一

後
七
時
よ
り
Ｖ
四
、
．
ｒ
一
聯
十
八
、
一
望

五
八
口
生
後
二
時
よ
り
Ｖ
会
費
七
○
○
一

円
新
入
会
員
八
○
○
円
生
田
区
宣
宮
町
｝

三
丁
目
二
六
ノ
三
国
鉄
阪
神
元
町
駅
璽
一

口
浜
側
、
一
一
・
宮
セ
ン
タ
ー
街
西
端
北
風
一

ピ
ル
五
Ｆ
衝
３
９
１
五
一
・
七
一
一

★
劇
団
『
七
」
が
第
五
回
公
演
に
大
橋
一

菩
一
の
「
銀
河
鉄
道
の
恋
人
た
ち
」
一

を
、
戸
野
本
和
久
演
出
で
七
月
七
一

日
、
八
日
神
戸
文
化
小
ホ
ー
ル
八
午
後
一

六
時
一
五
分
よ
り
八
○
○
円
Ｖ
に
於
い
一

て
上
演
し
ま
す
。

★
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
藤
原
保
之
さ
ん
』

が
、
こ
の
ぼ
ど
東
京
麹
町
に
Ｔ
ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
、
ま
た
神
戸
・

六
年
に
は
新
た
に
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
－

Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
持
ち
、
コ
ピ
ラ
イ
タ
ー
の
明
一

子
夫
人
と
並
に
新
し
い
飛
蹴
を
ぬ
ざ
し
－

て
い
ま
す
。

命
『
ｇ
重
鳶
一
》
◎
員
茸
胃
ジ
ン
・
フ
ォ
』

ト
グ
ラ
フ
ぞ
八
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｖ
神
戸
市
雛
一

区
永
手
町
５
ノ
７
ノ
８
第
３
大
甲
セ
ソ
ー

タ
ー
ピ
ル
宵
０
７
８
（
８
４
２
）
２
１
１
－

２
八
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｘ
塁
凧
都
千
代
田
区
一

二
番
町
１
番
町
ハ
イ
ム
ー
０
２
画
０
－

３
（
２
６
１
）
０
２
２
７

１
，
１
‐
‐
‐
‐
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’
‐
‐
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…
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‐
‐
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●
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神
戸
っ
子
ご
あ
ん
な
い

★
発
行
に
い
ろ
い
ろ
お
世
話
頂
い
た
方
が
た

朝
比
奈
隆
上
林
英
一

青
木
重
雄
後
藤
末
二

砂
野
仁
古
林
喜
楽

乾
豊
彦
坂
井
時
忠

石
野
信
一
雀
部
昌
之
介

石
野
成
明
佐
藤
廉

榎
並
正
一
白
川
渥

牛
尾
吉
朗
新
谷
秀
雄

岡
崎
忠
塩
路
義
孝

小
曽
根
真
造
砂
田
重
民

小
野
一
夫
角
南
猛
夫

金
井
元
彦
竹
中
郁

嘉
納
正
治
滝
川
清
一

嘉
納
毅
六
滝
川
勝
二

柏
井
健
一
武
田
繁
太
郎

鴨
居
玲
田
宮
虎
彦

貝
原
六
一
田
中
健
一
郎

楠
本
憲
吉
玉
井
操

小
磯
良
平
田
辺
聖
子

小
林
芳
夫
陳
舜
臣

小
泉
徳
一
高
橋
孟

小
林
秀
雄
津
高
和
一

月
刊
「
神
戸
っ
子
」
は
思
い
が
け
な
い
と

こ
ろ
で
お
求
め
に
な
れ
ま
す
。

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
画
剛
３
５
３
５

☆
神
戸
市
内
の
ホ
テ
ル

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

神
戸
市
生
田
区
京
町
回
剛
８
１
１
１

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル

神
戸
市
葺
合
区
浜
辺
通
両
側
４
１
７
１

ホ
テ
ル
神
戸

神
戸
市
葺
合
区
熊
内
町
衡
剛
５
４
３
１

ホ
テ
ル
三
宮
セ
ン
ト
ラ
ル

神
戸
市
葺
合
区
布
引
町
曾
剛
５
０
３
１

六
甲
山
ホ
テ
ル

神
戸
市
漣
区
六
甲
山
町
置
剛
０
３
０
１

六
甲
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

漣
区
六
甲
山
西
谷
上
曾
側
０
３
３
３

凌
雲
荘

灘
区
六
甲
山
西
谷
上
回
剛
０
２
２
３

☆
大
阪
の
ホ
テ
ル

神
戸
っ
子
と

出
会
う
時

八〃力

☆
神
戸
祭
り
に
対
す
る
い
ろ
い
ろ
な
意
見

が
で
て
い
る
。
が
、
概
し
て
情
緒
的
意
見

や
無
関
心
派
か
ら
一
帳
反
対
派
に
な
っ
た

り
で
随
分
や
や
こ
し
い
。
人
出
が
多
く
、

そ
れ
が
事
故
に
繋
が
っ
た
か
ら
祭
り
は
や

め
よ
う
と
い
う
の
は
お
か
し
い
。
祭
り
と

暴
走
族
は
直
接
関
係
は
な
い
。
法
を
犯
す

暴
徒
は
取
締
る
と
い
う
の
が
原
則
だ
ろ

う
。
善
良
な
市
民
の
祭
り
の
集
い
を
巻
添

え
に
す
る
こ
と
は
な
い
。
八
小
泉
康
夫
Ｖ

☆
海
へ
で
る
と
カ
ラ
ッ
と
す
る
。
い
や
な

こ
と
も
何
も
か
も
忘
れ
る
。
一
時
に
し
る

さ
っ
ぱ
り
と
．
．
…
。
海
は
い
つ
も
神
戸
の

街
の
前
に
広
が
っ
て
い
る
。
私
の
伽
に
広

が
っ
て
い
る
。
神
戸
税
関
の
海
の
男
た
ち

は
．
さ
わ
や
か
で
、
キ
リ
ッ
と
し
た
仕
事
ぶ

り
が
印
象
的
だ
っ
た
。
八
小
泉
美
喜
子
Ｖ

☆
各
百
貨
店
、
商
店
は
中
元
商
戦
の
其
っ

最
中
。
あ
の
手
こ
の
手
で
の
売
り
込
み
合

ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
ー
Ｆ
ロ
ビ
ー
〈
キ
オ
ス
ク
〉

大
阪
市
大
淀
区
大
淀
町
南
２
丁
目
２

回
卿
１
１
１
１

★
京
都
／
若
王
子

★
が
れ
り
や
馬
亜
乃八

キ
ン
グ
ス
コ
ー
ト
Ｖ

★
神
戸
の
喫
茶
店

に
し
む
ら
訓
排
中
山
手
店

神
戸
市
生
田
区
中
山
手
通
１画

剛
１
８
７
２

に
し
む
ら
伽
俳
セ
ン
タ
ー
街
店

神
戸
市
生
田
区
三
宮
町
二
丁
目

回
刷
０
６
６
９

バ
ロ
ン
ト
ア
ロ
ー
ド
店
衝
剛
１
２
１
０

－
テ
イ
ラ

神
戸
市
生
田
区
元
町
２
雪
四
１
２
７
１

★
神
戸
の
レ
ス
ト
ラ
ン

デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
（
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
）

神
戸
市
葺
合
区
磯
辺
通
４
画
卸
７
２
７
７

れ
ん
が
亭
（
ト
ア
・
ロ
ー
ド
）画剛

７
１
６
８

神
戸
市
生
凹
区
下
山
手
通
２
丁
目
郡

ス
ー
プ
と
パ
ン
の
店
キ
ャ
ン
テ
ィ
北
店

神
戸
市
生
田
区
下
山
手
通
３
丁
目

賓
剛
３
６
６
１

☆
ス
タ
ン
ド
・
ス
ナ
ッ
ク
・
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

ク
ラ
ブ
小
万
生
田
東
門
筋
中
島
ピ
ル

バ
ス
・
チ
ャ
ー
リ
ン
ト
ン
ト
ア
ロ
ー
ド

ヌ
ベ
ー
ル
ト
ァ
ロ
ー
ド
西
入
る

神
戸
時
代
北
野
町神淀行元百村光宮宮松福深畑野成南難中中西西直外竹

戸
青川吉永崎上田地崎井冨水津瀬部波西巻脇村木島馬
年

準
之
助
健
吉
太
一
郎功親弘勝哩

唾

圭
三
香
悔
幸
三
郎

専
一
郎
惣
吉
芳
美
高
男
辰
雄

裏
一
一
顕
司
正
二
郎
辰
雄
定
正
哉
女
長
治
会
議
所
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☆
月
刊
神
戸
っ
子
を
毎
月
お
読
み
に
な
り

た
い
皆
さ
ま
、
ま
た
神
戸
を
離
れ
て
い
る

お
友
達
に
、
神
戸
の
香
り
を
お
と
ど
け
に

な
り
た
い
方
は
、
編
集
室
あ
て
に
お
申
込

み
下
さ
い
。
さ
っ
そ
く
お
送
り
し
ま
す
。

６
カ
月
分
一
五
○
○
円

１
年
分
三
○
○
○
円
（
送
料
共
）

☆
月
刊
神
戸
っ
子
を
お
買
求
め
の
時
に
は

左
の
本
屋
さ
ん
へ
ど
う
ぞ
。

芦
屋
宝
盛
館
芦
屋
市
公
光
町

昭
文
堂
芦
屋
市
月
若
町

甲
南
堂
国
鉄
本
山
駅
北
口

小
原
光
文
堂
国
鉄
住
吉
駅
北
口

本
山
宝
盛
館
東
灘
区
本
山

北
村
書
店
東
灘
区
御
影
中
町

南
天
荘
書
店
阪
急
六
甲
駅
２
階

文
洋
堂
新
聞
会
館
１
階

ラ
ン
書
房
葺
合
区
布
引
町
４

神
戸
図
書
生
田
区
古
湊
通
１

コ
ー
ベ
ブ
ッ
ク
ス
さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン

流
泉
書
房
セ
ン
タ
ー
街

臼
東
館
大
丸
前

漠
口
堂
三
宮
店
京
町
筋

海
文
堂
元
町
通
３
丁
目

宝
文
館
元
町
通
５
丁
目

隆
司
書
房
新
開
地
本
通

漢
口
堂
書
店
湊
川
商
店
街

秋
田
百
文
館
長
田
区
腕
塚
町

神
戸
書
林
板
宿
バ
ス
停
前

木
村
書
店
明
石
市
桜
町

★
月
刊
神
戸
っ
子
に
広
告
を
掲
戦
ご
希
望

の
方
は
編
集
室
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

☆
神
戸
百
店
会
の
事
務
局
は
月
刊
神
戸
っ

子
編
集
室
内
に
あ
り
ま
す
。

1５６

編集後記

戦
。
負
け
じ
と
ば
か
り
に
こ
ち
ら
も
広
告

の
売
り
込
み
に
激
戦
中
／
八
川
端
耽
一
Ｖ

☆
新
連
戦
小
説
（
六
回
）
が
始
っ
た
。
純

文
学
系
の
作
品
は
本
誌
に
は
地
味
す
ぎ
る

だ
ろ
う
が
、
本
来
、
文
学
に
は
〃
純
″
も

〃
通
俗
″
も
な
い
。
ア
プ
リ
オ
リ
に
純
文

学
を
高
尚
と
す
る
〃
思
想
″
こ
そ
文
学
を

衰
弱
さ
せ
る
元
凶
だ
。
八
佐
井
裕
勝
Ｖ

★
「
も
し
も
し
、
雑
誌
の
神
戸
っ
子
で
ご

ざ
い
ま
す
が
・
・
…
・
」
何
気
な
く
普
段
し
ゃ

べ
っ
て
い
る
が
、
早
口
だ
っ
た
り
舌
が
も

つ
れ
た
り
・
・
・
。
「
あ
ん
た
ね
え
、
日
本
語

は
・
・
・
」
と
、
竹
中
先
生
に
ご
注
意
を
受
け

心
が
け
て
い
る
の
で
す
が
、
い
か
が
で
し

ょ
一
つ
？

Ａ
中
村
雅
子
Ｖ

☆
久
山
康
氏
の
「
関
西
学
院
」
と
内
海
重

典
氏
の
「
宝
塚
」
が
共
に
最
終
回
。
関
学

時
代
、
夢
あ
こ
が
れ
た
タ
カ
ラ
ヅ
カ
。
チ

ョ
ッ
ト
前
の
学
生
時
代
が
懐
し
く
想
い
出

さ
れ
ま
し
た
。
両
氏
に
感
謝
。
八
川
崎
Ｖ

★
「
芦
屋
特
集
」
の
取
材
で
久
し
ぶ
り
に

我
町
を
駆
け
回
り
ま
し
た
。
雨
あ
が
り
の

後
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
付
近
か
ら
芦
屋
川
沿

の
風
景
は
緑
が
美
し
く
、
不
思
議
と
心
が

落
ち
着
き
ま
す
。
八
岡
田
な
な
子
Ｖ

神
戸
っ
子
Ｎ
ｏ
．
１
８
３

☆
発
行
／
副
年
７
月
１
日

☆
編
集
・
発
行
／
孫
小
泉
康
夫

★
発
行
所
・
神
戸
っ
子
編
雄
圭

神
一
星
巾
生
田
一
区
東
町
１
１
３
ノ
ー

大
神
ピ
ル
７
階

衝
（
３
３
１
）
２
２
４
６
（
代
）

振
替
口
座
神
戸
４
５
１
９
６

頒
価
２
０
０
円
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